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ごあいさつ 
 

 町教育委員会では、毎年度『三芳町教育行政重点施策』を策定し、教育

諸課題の解決に積極的に取り組んでいます。 

 この教育行政重点施策では、教育基本法の「生きる力」という理念のも

と、学習指導要領の「確かな学力」「豊かな人間性」「健やかな身体」の

調和のとれた教育を推進していきます。また、学校教育と社会教育の２つ

の基本方針を柱にした『三芳町教育振興基本計画（平成２４年度～平成２

７年度）』に掲げる「生きる力をはぐくみ ぬくもりのある豊かな地域社

会を拓く」という基本理念を踏まえ、社会の変化に主体的に対応できる知

性と感性を備えた人材を育成するため、知・徳・体のバランスのとれた教

育の推進、家庭・学校・地域の連携等を進めてまいります。また、豊かで

ゆとりある人生を送るために、様々な教育活動や社会体験等をとおして、

生涯にわたって主体的に学び続けることができるような教育環境の整備

に取り組んでいます。 

 このような中で、平成１９年６月に「地方教育行政の組織及び運営に関

する法律」が改正され（平成２０年４月１日施行）、各教育委員会では、

毎年、その教育行政事務の管理執行状況について自己点検及び評価を行い、

その結果に関する報告書を議会に提出するとともに、公表することとされ

ています。 

そこで、町教育委員会では、同法の規定に基づき、効果的な教育行政の

推進に資するとともに、町民の皆様に対する説明責任を果たすため、平成

２０年度から「教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検・評価」を

実施し、報告書にまとめ公表しております。この報告書をご覧いただき、

町教育委員会の取組に対するご意見をいただくことで、よりよい三芳教育

の実現を目指していきたいと考えております。 

今後とも、教育行政重点施策に掲げた目標の達成に向けて、着実に取組

を進めてまいりたいと存じますので、町民の皆様のご理解とご協力を賜り

ますようお願い申し上げます。 

 

平成２７年１２月  三芳町教育委員会 
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Ⅰ 点検・評価制度の概要 

 １ 経緯 

   平成１８年１２月の教育基本法の改正及び平成１９年３月の中央教育審

議会の答申等を踏まえ、平成１９年６月に地方教育行政の組織及び運営に

関する法律（以下「地教行法」という。）が改正され、平成２０年４月から

施行されました。 

   今般、地教行法の改正目的である「教育委員会の責任体制の明確化」の

一つとして、同法第２６条の規定に基づき、平成２０年度から教育委員会

が毎年その権限に属する事務の管理及び執行の状況の点検・評価を行うこ

とが義務付けられたことに伴い実施するものです。 

 

【参考】 

根拠法令 

 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律 

 

（教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等）（一部省略） 

第２６条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務の管理及び執行の

状況について点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、

これを議会に提出するとともに、公表しなければならない。 

２ 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し

学識経験を有する者の知見の活用を図るものとする。 

 

 ２ 目的 

   教育委員会は、首長から独立した立場で、地域の学校教育、社会教育等

に関する事務を担当する行政機関として、すべての都道府県及び市町村に

設置されている行政委員会です。その役割は、事務局と、様々な属性を持

った複数の委員による合議により、指揮監督（レイマンコントロール）し、

中立的な意思決定を行うものとされています。 

   事務の点検・評価は、上記の地教行法第２６条の規定に基づき、教育委

員会が、教育長以下の事務局を含む広い意味での教育に関する事務の管理

及び執行状況を点検・評価することにより、効果的な教育行政の推進に資

するとともに、住民への説明責任を果たすことを目的としています。 
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３ 点検・評価する事務の対象 

   本年の点検・評価は、『平成２６年度教育行政重点施策』に掲載されてい

る施策の中から、当該年度に特に取り組んだ施策を中心に選定しています。 

 

 ４ 点検・評価の方法 

   ３の施策ごとに、当該年度の取組みと成果実績について自己総合評価を

行い、点検・評価の客観性を確保するために、教育に関して学識経験を有

する方のご意見をお聞きする機会を設け、ご意見、ご助言をいただきまし

た。 

    

５ 結果の取扱い 

   この点検・評価においては、施策ごとに４段階（Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ）で

評価しており、評価の高い施策については引き続き実施し、評価の低い

施策については課題や問題の解決を行うと同時に施策の見直しについて

検討していく予定です。 

総合評価Ａ…掲載の施策内容は町教育行政の推進に寄与する内容であ

り、行革や住民の視点からも工夫され、効果的と判断できる。 

（十分・妥当性９０％以上） 

総合評価Ｂ…掲載の施策内容は、若干内容の見直しを図りつつも、継続

が必要であると判断できる。 

（概ね十分・妥当性７０～８９％） 

総合評価Ｃ…掲載の施策内容は、大幅な見直しが必要であるが、今後も

何らかの方法で継続すべき要素が含まれているため、他施策との統合や

規模の縮小、指定管理者等全面委託、代替手段の検討などの見直しを行

う必要があると判断できる。 

（やや不十分・妥当性４０～６９％） 

総合評価Ｄ…掲載の施策内容は、社会情勢の変化等から休止、終期設定、

廃止、民営化についても視野に入れた抜本的な見直しを行う必要がある

と判断できる。 

（不十分・妥当性４０％未満） 
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６ 学識経験者の検証 

（１）学識経験者の構成 

ご意見をいただいた方々のお名前は、次のとおりです。（敬称略） 

氏  名 所 属 等 

松原 健司 淑徳大学教育学部教授 

澤田 秀雄 三芳町教育相談室常任相談員 

上島 三介 三芳町社会教育委員 

 

（２）会議等開催状況 

 【自己点検・評価に係る研修会】（教育委員会職員対象） 

  平成２７年６月１５日（月） 

 【第 1回意見聴取会】 

平成 2７年９月１４日（月） 

  ○教育委員会点検・評価の説明、意見交換 

 【第 2回意見聴取会】 

平成２７年１１月２日（月） 

  ○学識経験者意見等について協議 
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Ⅱ 教育委員会の活動 

１ 教育委員会の予算・決算の状況 

   平成２６年度の教育費（歳出）の予算現額と決算額は次のとおりです。 

予算現額は 3,637,870,000 円で、一般会計歳出総額に対する構成比は

21.７％であり、決算額は 3,592,508,055 円で、構成比は 24.3％となり

ました。 

（単位：円） 

費   目 予算現額 決算額 

一般会計総額 16,735,380,000 14,779,913,257 

10 教育費 3,637,870,000 3,592,508,055 

 １ 教育総務費 2,331,978,000 2,320,572,880 

  １ 委員会費 1,278,000 1,218,720 

  ２ 事務局費 2,295,417,000 2,285,775,868 

  ３ 教育指導費 35,283,000 33,578,292 

 ２ 小学校費 190,691,000 180,879,699 

  １ 学校管理費 155,446,000 146,774,713 

  ２ 教育振興費 35,245,000 34,104,986 

 ３ 中学校費 316,864,000 309,322,395 

  １ 学校管理費 283,873,000 278,792,063 

  ２ 教育振興費 32,991,000 30,530,332 

 ４ 社会教育費 376,467,000 367,692,565 

  １ 社会教育総務費 66,834,000 64,699,577 

  ２ 文化財保護費 17,190,000 15,875,977 

  ３ 公民館費 110,638,000 107,357,996 

  ４ 図書館費 112,008,000 110,707,381 

  ５ 歴史民俗資料館費 69,797,000 69,051,634 

 ５ 保健体育費 421,870,000 414,040,516 

  １ 保健体育総務費 27,429,000 27,307,668 

  ２ 体育施設費 155,909,000 155,761,541 

  ３ 学校給食費 238,532,000 230,971,307 
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２ 教育委員会会議の開催実績 

教育委員会会議は、基本的に毎月 1 回定例会を開催するほか、必要に応じ

て臨時会を開催します。 

平成２６年度においては、次のとおり会議を開催し、審議を行いました。 

（報告事項については主なものを抜粋して掲載） 

教育委員会会議 ４月 平成２６年４月２５日（金） 502 会議室 

 定例会 教育

長の

報告 

① ホタルの幼虫の放流について 

② ブックリストの贈呈式について 

報告 2 専決処分の報告について（三芳町立小中学校の施設の開放に

関する規則の一部を改正する規則） 

事務

連絡 

① 教育委員学校訪問の実施について 

② 町内小中学校 PTA 定期総会の実施について 

③ 入間東部地区教育委員会連絡協議会について 

④ 埼玉県市町村教育委員会総会・記念講演会について 

教育委員会会議 ５月 平成２６年５月９日（金） 502 会議室 

 定例会 議事 

 

 

23 平成 26年度三芳町一般会計補正予算（第 1号）について 

24 平成 26年度三芳町一般会計補正予算（第 2号）について 

25 学校給食センター厨房機器設置工事請負契約締結の承認に

ついて 

26 三芳町私立幼稚園就園奨励費補助金交付要綱の一部を改正

する件 

27 三芳町図書館協議会委員の任命について 

事務

連絡 

① 関東甲信越静市町村教育委員会連合会について 

② 三芳町体育協会定期総会について 

③ 三芳町人権教育推進協議会総会・全体研修会について 

④ 埼玉県市町村教育委員会総会・記念講演会について 

⑤ 埼玉県市町村教育委員会教育委員研究協議会について 

教育委員会会議 ６月 平成２６年６月２日（月） 502 会議室 

 臨時会 教育

長の

報告 

① 中学生海外派遣実施委員会について 

議事 28 平成 26年度三芳町一般会計補正予算（第 3号）について 

29 中学校空調設備設置工事請負契約締結の承認について 

事務 

連絡 

① 教科書展示会について 

② 教科用図書採択協議会について 
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教育委員会会議 ６月 平成２６年６月２５日（水） 50２会議室 

 定例会 教育

長の

報告 

① 教科書展示会ついて 

② 中学生海外派遣事業実施委員会について 

議事 30 三芳町学校給食運営委員会委員の委嘱について 

31 三芳町学校給食センター監査委員の委嘱について 

32 三芳町立小・中学校学校評議員の委嘱について 

33 三芳町学校開放運営委員会委員の委嘱について 

事務

連絡 

① 中学生海外派遣団結団式について 

② 平成 26年第4 回三芳町議会定例会について 

③ 教育委員会の自己点検・評価について 

教育委員会会議 ７月 平成２６年７月２９日（火） 502 会議室 

 定例会 

 

教育

長の

報告 

① 子ども大学みよし入学式について 

② 三富新田世界農業遺産推進シンポジウムについて 

議事 34 平成25年度三芳町学校給食費会計歳入歳出決算の承認につ

いて 

35 三芳町教育委員会の事務の管理及び執行の状況についての

点検・評価に係る学識経験者の委嘱について 

36 平成 27年度使用小学校用教科用図書採択について 

報告 3 専決処分の報告について（平成 26 年度三芳町一般会計補正

予算（第 4 号）について） 

事務

連絡 

① 中学生海外派遣について 

② 親善訪問団受入について 

③ 町長との意見交換会について 

教育委員会会議 ８月 平成２６年８月８日（金） 502 会議室 

 定例会 教育

長の

報告 

① 中学生海外派遣団について、報告 

② 入間東部地区教育委員会連絡協議会について 

議事 37 平成 25年度教育費決算について 

 38 平成 26年度三芳町一般会計補正予算（第 5号）について 

 39 公民館運営基本方針について 

事務

連絡 
① 平成 26年第6 回三芳町議会定例会について 

教育委員会会議 ９月 平成２６年９月２５日（木） 502 会議室 

 定例会 議事 40 平成 27年度当初教職員人事異動の方針について 
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教育委員会会議 ９月 平成２６年９月２５日（木） 502 会議室 

  事務

連絡 

① 「彩の国教育の日」に係る学校行事について 

② 平成 26年第6 回三芳町議会定例会について 

教育委員会会議 １０月 平成２６年１０月２１日（火） 50１会議室 

 定例会 教育

長の

報告 

① 中間申告ヒアリングの実施について 

議事 41 議案取り下げ 

 42 財産の取得について（学校給食用強化磁器食器等） 

 43 財産の取得について（新三芳町立学校給食センター調理機器

に付属する備品） 

事務

連絡 

① 平成 27年三芳町成人式実行委員会について 

② 入間地区教育委員会連合会 理事会・研修会について 

教育委員会会議 １０月 平成２６年１０月３１日（金） 502 会議室 

 臨時会 議事 44 平成 26年度三芳町一般会計補正予算（第 6号）について 

45 三芳町公民館の設置及び管理に関する条例の一部を改正す

る条例 

46 指定管理者の指定について 

教育委員会会議 11 月 平成 26 年 11 月 26 日（水）藤久保公民館学習室 

 定例会 教育

長の

報告 

① 唐沢小学校 40 周年記念について 

議案 47 平成 26年度（平成 25年度事業対象）教育に関する事務の

管理及び執行の状況の点検・評価の報告について 

 48 三芳町立小・中学校職員服務規程の一部を改正する規程 

報告 4 専決処分の報告について（長期病気休暇者の処遇） 

 5 専決処分の報告について（職員の処分） 

事務

連絡 

① 平成 26年第7 回三芳町議会定例会について 

② 平成 26年度教育委員研修について 

教育委員会会議 １2 月 平成２6 年 12 月 17 日（水） 301 会議室 

 定例会 教育

長の

報告 

① 子ども大学みよし修了式について 

② 人権教育実践交流会について 

議事 49 三芳町公民館の設置及び管理に関する条例施行規則の一部

を改正する規則 

事務 

連絡 

① 入間・比企地区合同教育委員研修会について 

② 学校訪問（後期）の実施について 

8



 

教育委員会会議 １月 平成２7 年 1 月 21 日（水） 502 会議室 

 定例会 教育

長の

報告 
① 教育長の教育方針演説について 

事務

連絡 

① 

② 

三芳町立小・中学校卒業証書授与式について 

平成 27年三芳町成人式について 

教育委員会会議 ２月 平成 27 年２月４日（水） 502 会議室 

 定例会 教育

長の

報告 

① 学校指導訪問について 

議事 1 平成 27年度三芳町一般会計予算（教育費）について 

2 平成 26年度三芳町一般会計補正予算（第 8号）について 

3 平成 27年度教育行政重点施策について 

4 平成 27年度当初教職員人事異動（管理職のみ）について 

5 三芳町学校給食センター設置条例の一部を改正する条例 

事務

連絡 

① 入間東部地区教育委員会連絡協議会第 2回合同会議に 

ついて 

教育委員会会議 2 月 平成２７年 2 月 10 日（火） 502 会議室 

 臨時会 教育

長の

報告 

① 中学生芸術鑑賞教室について 

② 新中央公民館・給食センターの視察について 

議事 6 平成 27年度学校給食実施回数の承認について 

 7 平成 27年度三芳町学校給食費会計歳入歳出予算について 

事務

連絡 
① 学校訪問（後期）の実施について 

教育委員会会議  3 月 平成 27 年 3 月１９日（木） 50２会議室 

 定例会 教育

長の

報告 

① 平成 27年第2 回三芳町議会定例会について 

② 黄色いワッペンの贈呈式について 

議事 8 三芳町教育委員会事務局組織規則の一部を改正する規則 

 9 平成 27年度学校医、学校歯科医及び学校薬剤師の委嘱につ

いて 

 10 平成 27年度三芳町教育相談室常任相談員の委嘱について 

 11 三芳町スポーツ推進委員の委嘱について 

選挙 1 教育委員長の選挙について 

事務

連絡 

① 平成 27年第2 回三芳町議会定例会について 

② 
入間東部地区教育委員会連絡協議会 平成27年度定期総会 

等日程等について 
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３ 教育委員の活動実績 

 

 

 

 （１）学校訪問及び県・市町村教育委員会連合会研修 

行 事 名 実施時期 学校名 

学校訪問  

 教育委員学校訪問 ５月 13日・15 日、2月 10 日・12日 

町内 8校 

ＰＴＡ定期総会 4 月 25日、5月 2・9・16・23日 

運動会及び体育祭 5 月 17日・24日・31日 

9 月 20日・27日 

彩の国教育の日関連行事 10 月 3.・18・25・28・31 日      

11 月 1・7・12・13 日 

卒業証書授与式 3 月１４日・２４日 

連 合 会 名 行事名 実施時期 場 所 

県・市町村教育委員会連合会研修会  

 （全国）市町村教育委員会研究

協議会 

（不参加） 11 月 

25・26 日 

静岡県 

関東甲信越静市町村教育委員

会連合会 

定期総会・研修会 5 月 16日 長野県 

 

埼玉県市町村教育委員会 

連合会 

総会 ５月 27日 秩父市 

教育委員研究協議会 6 月 2 日 さいたま市 

入間地区教育委員会連合会 理事会 

定期総会 

４月 17日 所沢市 

（川越市など 13市町） 理事会 

全体研修会 

10 月 23日 所沢市 

 合同視察研修 11 月 5日 つくば市立

春日学園ほ

か 

 入間・比企地区合同教

育委員研修会 

1 月 19日 所沢市 

入間東部地区教育委員会連絡

協議会 

定期総会 5 月 13日 三芳町 

(富士見市・ふじみ野市・三芳

町の 2市１町) 

委員長・教育長・総務

課長合同会議 

①8 月 4日 

②2 月 9日 

ふじみ野市 

 全員研修 10 月 18日 ふじみ野市 

教育委員の活動としては、町内小・中学校への学校訪問や、県及び市町村教育委員

会連合会の研修などを行っており、平成２６年度の活動実績は以下のとおりです。 
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（２）町教育委員会の研修 

    町教育委員会では、教育諸課題に迅速に対応するため、各種勉強会、

意見交換会、研修会などを実施しており、平成 2６年度の活動実績は 

以下のとおりです。 

 

テーマ 内 容 等 期 日 場 所 

町長との意見交

換会 

・公民館の運営基本方針について 

・その他 

7 月 29日 三芳町役場 

 

教育委員会 

所管施設訪問 

新中央公民館・学校給食センター

の視察 

2 月 10日 新 中 央 公 民

館・学校給食セ

ンター 
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Ⅲ 教育委員会の主要施策の 

点検・評価結果
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平
成

2
7
年

度
　

三
芳

町
教

育
に

関
す

る
事

務
の

管
理

及
び

執
行

の
状

況
の

点
検

・
評

価
一

覧
（
平

成
2
6
年

度
事

業
対

象
）
 　

【
評

価
基

準
】
A

：
十

分
　

B
：
概

ね
十

分
　

C
：
や

や
不

十
分

　
D

：
不

十
分

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

【
施

策
の

内
容

】
評

価

・
全

国
学

力
学

習
状

況
調

査
の

結
果

を
分

析
・
考

察
し

、
指

導
力

改
善

を
図

る
。

・
児

童
生

徒
に

基
礎

的
・
基

本
的

な
知

識
・
技

能
を

習
得

さ
せ

る
と

と
も

に
、

思
考

力
・
判

断
力

・
表

現
力

を
身

に
付

け
さ

せ
る

。
・
自

ら
進

ん
で

学
習

に
取

り
組

む
態

度
を

養
う

。
・
児

童
生

徒
一

人
一

人
に

応
じ

た
き

め
細

か
な

授
業

改
善

を
推

進
す

る
。

B

【
こ

れ
ま

で
の

取
組

状
況

】
担

当
課

Ⅰ
確

か
な

学
力

と
自

立
す

る
力

の
育

成

1
確

か
な

学
力

の
育

成
・
子

ど
も

た
ち

の
学

力
向

上
を

図
る

た
め

、
学

力
向

上
推

進
委

員
を

各
校

に
委

嘱
し

、
推

進
委

員
会

に
て

三
芳

町
の

児
童

生
徒

の
課

題
を

分
析

し
、

対
策

の
た

め
の

授
業

研
究

会
を

開
催

し
て

い
る

。
・
関

心
を

高
め

、
学

習
意

欲
の

向
上

を
図

る
た

め
、

ＩＣ
Ｔ

機
器

を
活

用
し

た
授

業
実

践
を

行
っ

て
い

る
。

・
三

芳
町

教
育

研
究

員
を

委
嘱

し
（
道

徳
・
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
等

）
研

修
会

を
実

施
し

指
導

方
法

に
つ

い
て

研
究

を
進

め
て

い
る

。
・
き

め
細

や
か

な
指

導
・
支

援
を

図
る

た
め

に
学

習
指

導
員

、
教

育
支

援
員

、
特

別
支

援
教

育
支

援
員

な
ど

の
職

員
を

各
学

校
に

配
置

し
て

い
る

。
・
小

中
学

校
間

の
円

滑
な

接
続

を
図

る
小

中
一

貫
教

育
を

推
進

し
て

い
る

。
・
学

校
応

援
団

に
授

業
の

サ
ポ

ー
ト

（
家

庭
科

の
実

習
等

）
を

依
頼

し
、

き
め

細
や

か
な

指
導

を
行

っ
て

い
る

。

学
校

教
育

課

・
実

績
と

成
果

単
位

2
4
年

度
2
5
年

度
2
6
年

度
2
7
年

度
（
目

標
値

）

教
育

に
関

す
る

３
つ

の
達

成
目

標
（学

力
）に

関
す

る
達

成
値

％
94

94
－

95

学
習

支
援

員
等

の
配

置
人

2
5

2
6

2
6

2
9

【
課

題
と

今
後

の
方

向
性

】

・
少

人
数

指
導

な
ど

の
個

に
応

じ
た

き
め

細
か

な
指

導
の

充
実

を
図

る
。

・
子

ど
も

た
ち

の
学

習
意

欲
を

高
め

、
確

か
な

学
力

を
確

実
に

身
に

付
け

さ
せ

る
た

め
、

各
種

研
修

会
を

充
実

・
活

性
化

さ
せ

、
教

員
の

指
導

力
の

向
上

を
図

る
。

・
授

業
に

お
い

て
「
め

あ
て

の
明

示
」
「
子

ど
も

の
言

葉
に

よ
る

ま
と

め
」
を

意
識

す
る

と
と

も
に

、
課

題
解

決
学

習
、

体
験

活
動

の
充

実
を

図
り

、
児

童
生

徒
が

主
体

的
、

意
欲

的
に

取
り

組
む

学
習

活
動

を
展

開
す

る
。

・
中

学
校

区
に

よ
る

小
中

一
貫

教
育

の
充

実
を

図
る

。

（
※

『
教

育
振

興
基

本
計

画
』
掲

載
の

指
標

値
は

斜
体

）
基

本
方

針
基

本
目

標
主

要
な

施
策

事
業

内
容

等
総

　
　

　
合

　
　

　
評

　
　

　
価

№ 1

・
「
思

考
力

・
判

断
力

・
表

現
力

」
を

高
め

る
授

業
に

つ
い

て
研

究
し

、
検

証
授

業
を

実
施

。
（
学

力
向

上
推

進
委

員
会

）
・
各

校
で

ＩＣ
Ｔ

機
器

を
活

用
し

た
授

業
実

践
を

行
っ

た
。

・
中

学
校

区
ご

と
で

課
題

を
共

有
す

る
教

職
員

の
合

同
研

修
や

、
教

員
が

中
学

校
か

ら
小

学
校

へ
、

小
学

校
か

ら
中

学
校

へ
出

向
き

出
前

授
業

の
実

施
を

し
た

り
、

合
同

で
授

業
を

行
っ

た
り

し
た

。
（
小

中
一

貫
教

育
）

・
学

校
図

書
館

や
学

校
図

書
館

司
書

を
活

用
し

、
子

ど
も

た
ち

の
読

書
活

動
を

充
実

さ
せ

た
。

【
評

価
の

理
由

】

・
小

中
一

貫
教

育
に

つ
い

て
は

、
各

中
学

校
区

で
研

修
会

や
出

前
授

業
の

開
催

が
定

着
し

、
異

校
種

で
の

課
題

の
共

有
や

指
導

に
つ

い
て

共
通

理
解

が
図

ら
れ

る
よ

う
に

な
っ

た
。

・
学

習
指

導
員

等
の

配
置

が
進

み
、

個
に

応
じ

た
指

導
の

充
実

が
図

ら
れ

る
よ

う
に

な
っ

た
。

・
ＩＣ

Ｔ
の

活
用

が
図

ら
れ

、
指

導
方

法
の

改
善

が
見

ら
れ

た
。

・
読

み
聞

か
せ

や
ブ

ッ
ク

ト
ー

ク
な

ど
の

活
動

を
学

校
の

教
育

計
画

に
位

置
づ

け
実

施
で

き
た

。
・
全

て
の

学
校

で
学

校
研

究
委

嘱
を

受
け

、
授

業
力

の
向

上
等

を
目

指
し

た
授

業
研

究
会

等
を

実
施

し
た

。

【
学

識
経

験
者

の
意

見
】

学
習

指
導

要
領

の
改

訂
が

迫
り

、
一

層
確

か
な

学
力

の
育

成
を

求
め

ら
れ

る
中

で
、

町
内

の
全

学
校

に
お

い
て

学
校

研
究

に
取

り
組

み
教

職
員

の
資

質
の

向
上

に
努

め
る

こ
と

は
重

要
で

あ
る

。
今

後
も

授
業

研
究

会
等

の
充

実
、

家
庭

学
習

の
習

慣
づ

け
な

ど
様

々
な

対
応

策
の

推
進

を
望

む
。

1 　 未 来 を 拓 く 学 び の 力

【
平

成
2
6
年

度
の

取
組

み
実

績
】
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【
評

価
基

準
】
A

：
十

分
　

B
：
概

ね
十

分
　

C
：
や

や
不

十
分

　
D

：
不

十
分

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
（
※

『
教

育
振

興
基

本
計

画
』
掲

載
の

指
標

値
は

斜
体

）
基

本
方

針
基

本
目

標
主

要
な

施
策

事
業

内
容

等
総

　
　

　
合

　
　

　
評

　
　

　
価

№

【
施

策
の

内
容

】
評

価

・
伝

統
と

文
化

を
尊

重
し

、
そ

れ
ら

を
は

ぐ
く
ん

で
き

た
我

が
国

及
び

埼
玉

、
三

芳
を

愛
す

る
態

度
を

養
う

と
と

も
に

、
他

国
の

歴
史

や
文

化
を

尊
重

す
る

将
来

の
国

際
人

と
な

る
児

童
生

徒
を

育
成

す
る

。
・
国

際
理

解
教

育
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
小

学
校

で
の

「
外

国
語

活
動

」
を

充
実

し
、

中
学

校
の

外
国

語
教

育
を

充
実

す
る

。
・
外

国
人

児
童

生
徒

、
日

本
語

の
習

得
が

十
分

で
な

い
児

童
生

徒
へ

の
教

育
の

充
実

を
図

る
。

A

【
こ

れ
ま

で
の

取
組

状
況

】
担

当
課

Ⅰ
確

か
な

学
力

と
自

立
す

る
力

の
育

成

2
伝

統
文

化
の

尊
重

と
国

際
性

を
は

ぐ
く
む

教
育

の
推

進

・
三

芳
町

歴
史

民
俗

資
料

館
や

各
芸

能
保

存
会

等
、

地
域

の
資

源
を

活
用

し
な

が
ら

、
三

芳
の

伝
統

・
文

化
に

対
す

る
理

解
を

深
め

る
学

習
を

実
施

。
・
外

国
語

指
導

助
手

（
Ａ

Ｌ
Ｔ

）
、

町
費

の
臨

時
職

員
と

し
て

、
英

語
指

導
員

の
配

置
。

・
日

本
語

指
導

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

と
連

携
し

な
が

ら
、

日
本

語
に

関
す

る
個

別
指

導
を

実
施

。

学
校

教
育

課

・
実

績
と

成
果

単
位

2
4
年

度
2
5
年

度
2
6
年

度
2
7
年

度
（
目

標
値

）

中
学

生
海

外
派

遣
事

業
へ

の
応

募
人

数
人

2
8

2
1

3
2

3
0

【
課

題
と

今
後

の
方

向
性

】

・
中

学
生

海
外

派
遣

お
よ

び
親

善
訪

問
団

の
受

け
入

れ
を

継
続

し
、

児
童

生
徒

の
国

際
感

覚
を

育
て

る
。

・
国

際
理

解
教

育
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
Ａ

Ｌ
Ｔ

、
英

語
指

導
員

の
活

用
に

よ
り

、
小

学
校

で
の

「
外

国
語

活
動

」
、

中
学

校
の

外
国

語
教

育
を

充
実

さ
せ

る
。

・
外

国
人

児
童

生
徒

、
日

本
語

の
習

得
が

充
分

で
な

い
児

童
生

徒
へ

の
日

本
語

指
導

な
ど

必
要

な
支

援
を

継
続

的
に

行
う

。

1 　 未 来 を 拓 く 学 び の 力

【
平

成
2
6
年

度
の

取
組

み
実

績
】

2

・
「
総

合
的

な
学

習
の

時
間

」
や

「
ク

ラ
ブ

活
動

」
の

時
間

等
に

、
保

存
会

の
方

を
招

聘
し

、
地

域
の

伝
統

芸
能

で
あ

る
竹

間
沢

車
人

形
や

上
富

囃
子

、
北

永
井

囃
子

を
児

童
生

徒
に

指
導

。
・
外

国
語

指
導

助
手

（
Ａ

Ｌ
Ｔ

）
を

小
学

校
に

１
名

、
中

学
校

に
３

名
配

置
。

英
語

指
導

員
を

小
学

校
に

３
名

配
置

し
、

Ｔ
.Ｔ

と
し

て
授

業
の

補
助

を
行

っ
た

。
・
三

芳
町

中
学

生
海

外
派

遣
事

業
を

実
施

。
（
マ

レ
ー

シ
ア

）
・
マ

レ
ー

シ
ア

か
ら

の
親

善
訪

問
団

の
受

け
入

れ
に

よ
り

、
相

互
交

流
を

行
っ

た
。

【
評

価
の

理
由

】

・
三

芳
町

歴
史

民
俗

資
料

館
や

各
芸

能
保

存
会

等
、

地
域

の
資

源
を

活
用

し
な

が
ら

、
「
総

合
的

な
学

習
の

時
間

」
や

「
ク

ラ
ブ

活
動

」
の

時
間

等
で

三
芳

の
伝

統
・
文

化
に

対
す

る
学

習
を

実
施

し
、

理
解

を
深

め
る

こ
と

が
で

き
た

。
・
昨

年
に

引
き

続
き

三
芳

町
中

学
生

海
外

派
遣

事
業

し
、

安
全

面
に

十
分

に
配

慮
し

な
が

ら
、

ホ
ー

ム
ス

テ
イ

や
現

地
校

と
の

交
流

な
ど

、
豊

か
な

体
験

を
と

お
し

て
、

国
際

感
覚

を
育

て
た

。
ま

た
、

海
外

派
遣

事
業

に
参

加
し

た
生

徒
に

よ
る

報
告

会
等

を
実

施
し

、
内

外
に

発
信

も
行

っ
て

い
る

。
・
マ

レ
ー

シ
ア

か
ら

の
親

善
訪

問
団

を
受

け
入

れ
、

相
互

交
流

を
行

う
こ

と
が

で
き

た
。

【
学

識
経

験
者

の
意

見
】

中
学

生
海

外
派

遣
や

親
善

訪
問

団
の

受
け

入
れ

は
、

体
験

を
通

し
て

国
際

感
覚

を
育

て
る

良
い

機
会

で
あ

り
、

今
後

も
継

続
を

望
む

。
歴

史
民

俗
資

料
館

を
活

用
し

て
、

児
童

生
徒

に
三

芳
町

の
歴

史
を

理
解

さ
せ

る
こ

と
は

大
切

な
事

か
ら

、
今

後
も

連
携

を
図

り
取

り
組

ん
で

い
く
必

要
が

あ
る

。
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【
評

価
基

準
】
A

：
十

分
　

B
：
概

ね
十

分
　

C
：
や

や
不

十
分

　
D

：
不

十
分

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
（
※

『
教

育
振

興
基

本
計

画
』
掲

載
の

指
標

値
は

斜
体

）
基

本
方

針
基

本
目

標
主

要
な

施
策

事
業

内
容

等
総

　
　

　
合

　
　

　
評

　
　

　
価

№

【
施

策
の

内
容

】
評

価

・
早

期
に

児
童

生
徒

一
人

一
人

の
教

育
的

ニ
ー

ズ
の

把
握

を
行

い
、

個
別

の
教

育
支

援
計

画
、

教
育

指
導

計
画

を
作

成
し

、
適

切
な

支
援

に
努

め
る

。
・
各

学
校

で
校

内
委

員
会

の
設

置
及

び
特

別
支

援
教

育
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
の

指
名

を
行

う
と

と
も

に
、

特
別

支
援

教
育

に
係

る
教

職
員

研
修

を
充

実
さ

せ
、

計
画

的
、

組
織

的
な

支
援

体
制

の
整

備
に

努
め

る
。

・
関

係
諸

機
関

(こ
ど

も
支

援
課

、
み

ど
り

学
園

、
特

別
支

援
学

校
、

福
祉

課
)と

連
携

し
、

町
就

学
支

援
委

員
会

の
取

組
を

充
実

さ
せ

る
。

A

【
こ

れ
ま

で
の

取
組

状
況

】
担

当
課

Ⅰ
確

か
な

学
力

と
自

立
す

る
力

の
育

成

3
特

別
支

援
教

育
の

推
進

・
平

成
２

３
年

度
に

竹
間

沢
小

学
校

に
通

級
指

導
教

室
を

設
置

。
・
個

別
の

支
援

を
要

す
る

児
童

生
徒

に
対

し
、

具
体

的
な

支
援

の
方

向
性

を
明

確
に

す
る

た
め

に
、

特
別

支
援

教
育

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

の
巡

回
相

談
を

実
施

。
・
児

童
生

徒
の

実
態

に
応

じ
た

き
め

細
や

か
な

支
援

を
行

っ
て

い
く
た

め
に

、
町

費
の

臨
時

職
員

と
し

て
、

特
別

支
援

教
育

支
援

員
を

小
中

学
校

に
配

置
。

学
校

教
育

課

・
実

績
と

成
果

単
位

2
4
年

度
2
5
年

度
2
6
年

度
2
7
年

度
（
目

標
値

）

個
別

の
指

導
計

画
を

作
成

す
る

学
校

の
割

合
％

10
0

10
0

10
0

10
0

就
学

支
援

委
員

会
の

実
施

回
数

回
3

3
3

3

【
課

題
と

今
後

の
方

向
性

】

・
幼

稚
園

、
保

育
所

等
と

の
連

携
を

深
め

、
個

別
に

支
援

が
必

要
な

就
学

児
童

の
状

況
の

早
期

把
握

と
対

応
に

つ
い

て
の

検
討

を
迅

速
に

進
め

る
。

・
特

別
支

援
教

育
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
を

中
心

と
し

て
、

校
内

研
修

や
校

内
就

学
支

援
委

員
会

の
充

実
を

図
る

と
と

も
に

、
ノ

ー
マ

ラ
イ

ゼ
ー

シ
ョ

ン
の

理
念

に
基

づ
く
教

育
を

推
進

す
る

。
・
特

別
支

援
学

級
、

通
級

指
導

教
室

の
整

備
充

実
を

図
る

と
と

も
に

、
担

当
者

の
専

門
性

の
向

上
に

努
め

る
。

3

・
各

学
校

で
年

に
２

回
、

特
別

支
援

教
育

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

の
巡

回
相

談
を

実
施

。
・
町

費
の

臨
時

職
員

と
し

て
、

特
別

支
援

教
育

支
援

員
を

小
中

学
校

に
１

名
ず

つ
配

置
。

・
県

立
特

別
支

援
学

校
特

別
支

援
教

育
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
及

び
町

こ
ど

も
支

援
課

保
健

師
を

加
え

た
町

就
学

支
援

委
員

会
の

実
施

。

【
評

価
の

理
由

】

・
関

係
諸

機
関

、
特

別
支

援
教

育
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
と

の
連

携
を

密
に

し
、

個
別

の
支

援
が

必
要

な
児

童
生

徒
を

早
期

に
発

見
し

、
一

人
一

人
の

教
育

的
ニ

ー
ズ

に
応

じ
た

教
育

を
推

進
で

き
た

。
・
校

内
就

学
支

援
委

員
会

の
充

実
を

図
り

、
支

援
の

必
要

な
児

童
生

徒
に

対
す

る
共

通
理

解
や

個
別

の
指

導
支

援
計

画
、

教
育

指
導

計
画

に
基

づ
く
指

導
を

行
い

、
き

め
細

か
い

対
応

が
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

た
め

。

【
学

識
経

験
者

の
意

見
】

教
育

指
導

計
画

が
作

成
さ

れ
,き

め
細

か
い

対
応

が
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

こ
と

は
、

大
き

な
成

果
で

あ
り

、
引

き
続

き
関

係
機

関
と

連
携

を
深

め
、

よ
り

一
層

の
指

導
の

充
実

を
期

待
す

る
。

1 　 未 来 を 拓 く 学 び の 力

【
平

成
2
6
年

度
の

取
組

み
実

績
】
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【
評

価
基

準
】
A

：
十

分
　

B
：
概

ね
十

分
　

C
：
や

や
不

十
分

　
D

：
不

十
分

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
（
※

『
教

育
振

興
基

本
計

画
』
掲

載
の

指
標

値
は

斜
体

）
基

本
方

針
基

本
目

標
主

要
な

施
策

事
業

内
容

等
総

　
　

　
合

　
　

　
評

　
　

　
価

№

【
施

策
の

内
容

】
評

価

・
児

童
生

徒
一

人
一

人
の

キ
ャ

リ
ア

発
達

を
支

援
し

、
そ

れ
ぞ

れ
に

ふ
さ

わ
し

い
キ

ャ
リ

ア
を

形
成

し
て

い
く
た

め
に

必
要

な
意

欲
・
態

度
や

能
力

を
育

成
す

る
教

育
を

推
進

す
る

。
・
小

学
校

に
お

い
て

は
、

児
童

が
学

校
・
家

庭
・
地

域
で

の
諸

活
動

の
中

で
、

そ
の

一
員

と
し

て
の

役
割

を
果

た
す

こ
と

等
を

通
し

て
、

自
分

の
よ

さ
や

得
意

分
野

に
気

づ
き

、
日

々
の

生
活

に
生

か
そ

う
と

す
る

意
欲

や
態

度
を

持
つ

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

・
中

学
校

に
お

い
て

は
、

生
徒

が
将

来
の

行
き

方
を

考
え

、
望

ま
し

い
勤

労
観

、
職

業
観

を
身

に
付

け
さ

せ
、

将
来

直
面

す
る

で
あ

ろ
う

様
々

な
課

題
に

柔
軟

か
つ

た
く
ま

し
く
対

応
す

る
力

を
高

め
さ

せ
る

よ
う

に
す

る
。

B

【
こ

れ
ま

で
の

取
組

状
況

】
担

当
課

Ⅰ
確

か
な

学
力

と
自

立
す

る
力

の
育

成

4
進

路
指

導
・
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

推
進

・
小

学
校

に
お

い
て

は
、

各
教

科
等

の
学

習
や

身
の

回
り

の
職

場
や

施
設

の
見

学
等

の
体

験
学

習
を

通
し

て
、

自
分

た
ち

の
生

活
と

職
業

と
の

関
係

を
考

え
、

職
業

に
対

す
る

基
礎

的
・
基

本
的

な
内

容
を

理
解

で
き

る
よ

う
に

し
た

。
・
中

学
校

に
お

い
て

は
、

単
な

る
職

業
選

択
や

学
校

選
択

に
終

わ
ら

な
い

生
徒

自
ら

の
意

志
と

責
任

で
進

路
を

選
択

決
定

で
き

る
指

導
等

、
発

達
段

階
に

応
じ

た
キ

ャ
リ

ア
教

育
を

推
進

す
る

た
め

の
指

導
計

画
の

作
成

と
実

践
、

学
校

内
の

組
織

・
体

制
作

り
を

進
め

た
。

・
自

分
の

所
属

す
る

集
団

に
貢

献
す

る
こ

と
や

働
く
喜

び
を

実
感

さ
せ

る
た

め
、

小
学

校
段

階
か

ら
日

常
的

な
役

割
を

意
図

的
に

与
え

る
当

番
活

動
や

係
・
委

員
会

活
動

の
実

施
。

・
中

学
校

に
お

け
る

「
社

会
体

験
チ

ャ
レ

ン
ジ

事
業

（
職

場
体

験
）
」
、

「
ふ

れ
あ

い
講

演
会

」
の

実
施

。

学
校

教
育

課

・
実

績
と

成
果

単
位

2
4
年

度
2
5
年

度
2
6
年

度
2
7
年

度
（
目

標
値

）

職
場

体
験

や
職

業
に

触
れ

る
体

験
を

行
っ

て
い

る
学

校
の

割
合

％
小

：　
60

中
：1

00
小

：1
00

中
：1

00
小

：1
00

中
：1

00
小

：1
00

中
：1

00

【
課

題
と

今
後

の
方

向
性

】

・
児

童
生

徒
の

実
態

に
応

じ
た

指
導

計
画

の
工

夫
改

善
に

努
め

さ
せ

る
。

ま
た

、
進

路
指

導
・
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

意
義

や
推

進
方

法
な

ど
に

つ
い

て
の

共
通

理
解

を
深

め
る

た
め

小
中

学
校

が
連

携
し

た
研

修
を

計
画

的
に

実
施

す
る

。
・
小

学
校

段
階

に
お

い
て

、
日

常
的

な
役

割
分

担
を

責
任

を
も

っ
て

果
た

す
こ

と
も

職
業

観
・
勤

労
観

を
育

成
す

る
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

ひ
と

つ
で

あ
る

と
い

う
認

識
を

持
ち

、
意

図
的

に
当

番
活

動
や

係
・
委

員
会

活
動

等
を

さ
せ

る
。

・
将

来
働

く
こ

と
に

つ
い

て
意

欲
や

関
心

が
持

て
る

よ
う

、
学

校
・
地

域
・
企

業
な

ど
が

一
体

と
な

っ
て

実
際

の
職

場
等

で
の

体
験

活
動

の
充

実
を

図
る

。

1 　 未 来 を 拓 く 学 び の 力

【
平

成
2
6
年

度
の

取
組

み
実

績
】

4

・
児

童
生

徒
の

生
活

や
意

識
、

家
庭

・
地

域
の

実
態

な
ど

を
踏

ま
え

、
各

教
科

、
道

徳
、

総
合

的
な

学
習

の
時

間
、

特
別

活
動

及
び

学
年

学
級

の
取

組
等

の
具

体
的

な
計

画
の

下
、

体
験

活
動

等
を

通
し

て
、

学
ぶ

意
義

を
理

解
し

自
己

理
解

を
深

め
、

自
己

実
現

で
き

る
よ

う
指

導
の

充
実

を
図

っ
た

。
・
中

学
校

に
お

い
て

、
１

な
い

し
２

年
生

が
、

地
域

の
事

業
所

や
施

設
に

お
い

て
、

３
日

間
の

職
場

体
験

学
習

や
、

年
１

回
、

「
ふ

れ
あ

い
講

演
会

」
を

実
施

。

【
評

価
の

理
由

】

・
小

学
校

に
お

い
て

は
、

生
活

科
、

特
別

活
動

、
道

徳
、

総
合

的
な

学
習

の
時

間
等

を
通

し
て

、
職

業
に

触
れ

た
り

、
勤

労
に

対
す

る
考

え
を

深
め

た
り

す
る

こ
と

に
よ

り
、

働
く
こ

と
の

厳
し

さ
や

喜
び

を
体

得
し

な
が

ら
、

自
ら

の
学

校
や

家
庭

で
の

生
活

を
意

欲
的

に
営

も
う

と
す

る
実

践
的

態
度

の
育

成
が

図
ら

れ
て

い
る

。
・
中

学
校

に
お

い
て

は
、

学
級

活
動

の
時

間
を

利
用

し
て

、
進

路
指

導
・
キ

ャ
リ

ア
教

育
を

実
施

し
た

り
、

職
業

調
べ

や
職

場
体

験
学

習
、

ふ
れ

あ
い

講
演

会
等

を
実

施
し

た
り

す
る

こ
と

に
よ

り
、

自
己

の
進

路
実

現
に

向
け

た
取

組
が

行
わ

れ
て

い
る

。
・
小

学
校

に
お

け
る

体
験

活
動

、
当

番
活

動
や

係
・
委

員
会

活
動

な
ど

の
日

常
的

な
活

動
の

場
面

で
、

進
路

指
導

・
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

ね
ら

い
が

浸
透

さ
れ

つ
つ

あ
る

。

【
学

識
経

験
者

の
意

見
】

児
童

生
徒

が
職

業
に

触
れ

、
勤

労
に

対
す

る
考

え
を

深
め

、
働

く
こ

と
の

大
切

さ
に

気
付

く
こ

と
は

重
要

で
あ

る
。

今
後

は
、

学
校

・
地

域
・
企

業
が

連
携

し
て

、
実

際
の

職
場

等
で

の
体

験
活

動
の

充
実

を
図

る
必

要
が

あ
る

。
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【
評

価
基

準
】
A

：
十

分
　

B
：
概

ね
十

分
　

C
：
や

や
不

十
分

　
D

：
不

十
分

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
（
※

『
教

育
振

興
基

本
計

画
』
掲

載
の

指
標

値
は

斜
体

）
基

本
方

針
基

本
目

標
主

要
な

施
策

事
業

内
容

等
総

　
　

　
合

　
　

　
評

　
　

　
価

№

【
施

策
の

内
容

】
評

価

・
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
や

情
報

通
信

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

等
の

情
報

手
段

を
積

極
的

に
活

用
で

き
る

よ
う

に
す

る
た

め
の

学
習

活
動

を
支

援
し

、
児

童
生

徒
が

主
体

的
に

情
報

を
収

集
・
選

択
・
活

用
・
発

信
し

、
豊

か
な

創
造

性
と

応
用

力
を

育
成

す
る

。
・
教

員
の

情
報

活
用

に
関

す
る

理
解

の
深

化
と

能
力

の
向

上
の

た
め

、
授

業
研

究
会

や
各

種
研

修
を

実
施

し
、

指
導

の
充

実
を

図
る

。
・
教

育
用

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

、
通

信
回

線
の

整
備

と
と

も
に

必
要

な
周

辺
機

器
、

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

・
コ

ン
テ

ン
ツ

の
充

実
、

校
内

Ｌ
Ａ

Ｎ
の

整
備

等
を

進
め

る
。

B

【
こ

れ
ま

で
の

取
組

状
況

】
担

当
課

Ⅰ
確

か
な

学
力

と
自

立
す

る
力

の
育

成

5
新

し
い

時
代

に
対

応
す

る
教

育
の

推
進

・
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
や

電
子

黒
板

を
は

じ
め

様
々

な
情

報
機

器
を

整
備

し
、

児
童

生
徒

が
情

報
手

段
を

適
切

か
つ

主
体

的
・
積

極
的

に
活

用
で

き
た

り
、

情
報

モ
ラ

ル
を

身
に

付
け

た
り

で
き

る
よ

う
に

す
る

た
め

の
学

習
活

動
の

充
実

を
図

っ
て

い
る

。
・
教

職
員

に
対

し
て

の
情

報
機

器
の

操
作

と
活

用
に

つ
い

て
の

研
修

や
授

業
研

究
会

を
実

施
し

、
指

導
力

の
向

上
を

図
っ

て
い

る
。

・
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
や

情
報

機
器

、
情

報
通

信
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

整
備

・
充

実
を

図
っ

て
い

る
。

学
校

教
育

課

・
実

績
と

成
果

単
位

2
4
年

度
2
5
年

度
2
6
年

度
2
7
年

度
（
目

標
値

）

教
師

一
人

が
ＩＣ

Ｔ
機

器
を

活
用

し
て

行
う

年
間

授
業

数
時

50
55

70
70

ＩＣ
Ｔ

を
活

用
し

て
指

導
で

き
る

教
員

の
割

合
％

68
.7

70
.1

73
.2

95

【
課

題
と

今
後

の
方

向
性

】

・
小

学
校

に
は

各
学

年
１

台
、

中
学

校
に

は
各

学
年

2
台

ず
つ

指
導

用
ノ

ー
ト

型
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
が

設
置

さ
れ

て
い

る
が

、
児

童
生

徒
の

情
報

活
用

能
力

育
成

及
び

授
業

の
効

率
化

の
た

め
に

は
、

各
学

級
に

１
台

ず
つ

が
望

ま
れ

る
。

さ
ら

に
、

タ
ブ

レ
ッ

ト
型

の
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
の

導
入

も
視

野
に

入
れ

る
必

要
が

あ
る

。
・
平

成
2
4
年

度
に

は
デ

ジ
タ

ル
教

科
書

が
一

部
の

教
科

に
導

入
さ

れ
た

こ
と

も
あ

り
、

新
た

な
IT

機
器

の
普

及
と

そ
れ

ら
を

効
果

的
に

活
用

し
た

授
業

の
工

夫
改

善
の

た
め

の
研

究
推

進
が

課
題

で
あ

る
。

1 　 未 来 を 拓 く 学 び の 力

【
平

成
2
6
年

度
の

取
組

み
実

績
】

5

・
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
研

究
員

に
よ

る
ＩＣ

Ｔ
を

活
用

し
た

実
践

の
普

及
の

た
め

に
、

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

研
究

員
に

よ
る

ＩＣ
Ｔ

を
活

用
し

た
授

業
実

践
の

研
究

を
行

い
、

各
校

へ
の

普
及

を
図

っ
た

。

【
評

価
の

理
由

】

・
小

学
校

に
各

学
年

１
台

、
中

学
校

に
各

学
年

2
台

ず
つ

導
入

さ
れ

て
い

る
指

導
用

ノ
ー

ト
型

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

と
教

室
に

設
置

さ
れ

て
る

デ
ジ

タ
ル

テ
レ

ビ
や

実
物

投
影

機
を

組
み

合
わ

せ
て

行
う

授
業

展
開

が
容

易
に

か
つ

活
発

に
展

開
で

き
る

よ
う

に
な

り
、

IC
T
を

活
用

し
て

指
導

す
る

教
員

の
割

合
が

３
．

１
ポ

イ
ン

ト
上

昇
し

た
。

・
IC

T
を

活
用

し
た

各
校

で
の

授
業

実
践

の
成

果
を

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

研
究

員
を

通
し

て
普

及
さ

せ
、

各
学

校
で

の
実

践
に

つ
な

げ
る

こ
と

で
、

視
覚

か
ら

の
思

考
の

深
化

を
進

め
た

。
ま

た
、

興
味

関
心

の
向

上
、

授
業

へ
の

積
極

的
な

参
加

等
、

態
度

面
で

の
向

上
が

見
ら

れ
た

。

【
学

識
経

験
者

の
意

見
】

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
研

究
員

に
よ

る
ＩＣ

Ｔ
を

活
用

し
た

授
業

の
成

果
を

、
各

校
へ

普
及

さ
れ

実
践

に
つ

な
げ

た
こ

と
は

、
大

き
な

成
果

で
あ

る
。

今
後

と
も

一
層

効
果

的
な

研
修

を
進

め
、

教
職

員
の

情
報

機
器

活
用

能
力

が
向

上
し

て
い

く
こ

と
を

望
む

。
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【
評

価
基

準
】
A

：
十

分
　

B
：
概

ね
十

分
　

C
：
や

や
不

十
分

　
D

：
不

十
分

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
（
※

『
教

育
振

興
基

本
計

画
』
掲

載
の

指
標

値
は

斜
体

）
基

本
方

針
基

本
目

標
主

要
な

施
策

事
業

内
容

等
総

　
　

　
合

　
　

　
評

　
　

　
価

№

【
施

策
の

内
容

】
評

価

・
人

権
感

覚
の

育
成

を
図

る
た

め
の

指
導

内
容

・
指

導
方

法
を

工
夫

・
改

善
す

る
。

・
い

じ
め

問
題

の
根

絶
に

向
け

て
取

り
組

む
。

・
関

係
機

関
と

連
携

し
な

が
ら

、
児

童
虐

待
の

早
期

発
見

・
早

期
対

応
を

す
る

。
・
「
人

権
教

育
総

合
推

進
地

域
事

業
」
を

推
進

す
る

。

A

【
こ

れ
ま

で
の

取
組

状
況

】
担

当
課

Ⅱ
豊

か
な

心
と

健
や

か
な

体
の

育
成

1
人

権
を

尊
重

す
る

教
育

の
推

進
・
三

芳
町

人
権

教
育

推
進

協
議

会
の

活
動

と
連

携
し

、
人

権
作

文
・
人

権
標

語
・
人

権
ポ

ス
タ

ー
等

の
募

集
。

・
教

職
員

の
人

権
感

覚
の

向
上

を
図

る
、

人
権

教
育

に
関

す
る

研
修

会
の

実
施

。
・
文

部
科

学
省

委
嘱

「
人

権
教

育
総

合
推

進
地

域
事

業
」
の

取
組

。
・
埼

玉
県

教
育

委
員

会
作

成
「
人

権
感

覚
育

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
の

普
及

。

学
校

教
育

課

・
実

績
と

成
果

単
位

2
4
年

度
2
5
年

度
2
6
年

度
2
7
年

度
（
目

標
値

）

人
権

感
覚

育
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

使
っ

て
指

導
し

て
い

る
学

校
の

割
合

％
10

0
10

0
10

0
10

0

【
課

題
と

今
後

の
方

向
性

】

・
人

権
教

育
総

合
推

進
地

域
事

業
の

委
託

は
終

了
し

た
が

、
当

事
業

を
発

展
的

に
継

続
し

、
今

後
も

人
権

啓
発

・
人

権
教

育
の

推
進

に
向

け
た

研
修

会
、

講
演

会
、

授
業

研
究

会
を

実
施

し
て

い
く
。

1 　 未 来 を 拓 く 学 び の 力

【
平

成
2
6
年

度
の

取
組

み
実

績
】

6

・
人

権
感

覚
育

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
全

小
中

学
校

で
の

活
用

。
・
小

学
校

で
の

Ｃ
Ａ

Ｐ
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
実

施
。

・
学

校
研

究
に

お
け

る
人

権
教

育
の

委
嘱

事
業

の
実

施
。

【
評

価
の

理
由

】

・
文

部
科

学
省

、
埼

玉
県

教
育

委
員

会
委

託
「
人

権
教

育
総

合
推

進
地

域
事

業
」
の

成
果

を
も

と
に

、
学

校
研

究
の

テ
ー

マ
と

し
て

人
権

教
育

を
取

り
上

げ
る

学
校

が
増

え
る

等
、

当
事

業
の

発
展

的
継

続
が

図
ら

れ
た

。
・
今

年
度

も
全

小
中

学
校

で
人

権
感

覚
育

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
活

用
し

た
授

業
が

実
践

で
き

た
。

【
学

識
経

験
者

の
意

見
】

い
じ

め
等

の
問

題
が

社
会

問
題

に
な

っ
て

お
り

、
人

権
感

覚
の

育
成

を
図

る
指

導
を

求
め

ら
れ

て
い

る
中

で
、

全
小

中
学

校
で

人
権

感
覚

育
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
等

を
活

用
し

成
果

を
得

て
い

る
こ

と
は

望
ま

し
い

。
今

後
と

も
継

続
し

て
取

り
組

ん
で

い
く
必

要
が

あ
る

。
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【
評

価
基

準
】
A

：
十

分
　

B
：
概

ね
十

分
　

C
：
や

や
不

十
分

　
D

：
不

十
分

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
（
※

『
教

育
振

興
基

本
計

画
』
掲

載
の

指
標

値
は

斜
体

）
基

本
方

針
基

本
目

標
主

要
な

施
策

事
業

内
容

等
総

　
　

　
合

　
　

　
評

　
　

　
価

№

【
施

策
の

内
容

】
評

価

・
道

徳
教

育
推

進
教

師
を

中
心

と
し

た
指

導
体

制
を

整
備

し
、

道
徳

の
授

業
の

質
を

高
め

、
道

徳
教

育
の

充
実

を
図

る
。

・
豊

か
な

心
を

は
ぐ

く
む

た
め

自
然

体
験

、
職

場
体

験
、

福
祉

体
験

等
の

体
験

活
動

を
推

進
す

る
。

・
学

校
図

書
館

の
整

備
・
充

実
と

読
書

活
動

を
推

進
す

る
。

B

【
こ

れ
ま

で
の

取
組

状
況

】
担

当
課

Ⅱ
豊

か
な

心
と

健
や

か
な

体
の

育
成

2
豊

か
な

心
を

は
ぐ

く
む

教
育

の
推

進
・
「
教

育
に

関
す

る
３

つ
の

達
成

目
標

（
規

律
あ

る
態

度
）
」
の

取
組

。
・
道

徳
教

育
推

進
教

師
を

中
心

と
し

た
指

導
体

制
の

整
備

と
道

徳
教

育
の

充
実

。
・
豊

か
な

心
を

育
む

た
め

自
然

体
験

、
職

場
体

験
、

福
祉

体
験

の
実

施
。

・
学

校
図

書
館

の
整

備
・
充

実
と

読
書

活
動

を
推

進
す

る
活

動
の

実
施

。

学
校

教
育

課

・
実

績
と

成
果

単
位

2
4
年

度
2
5
年

度
2
6
年

度
2
7
年

度
（
目

標
値

）

「教
育

に
関

す
る

３
つ

の
達

成
目

標
（規

律
あ

る
態

度
）」

の
達

成
率

80
%を

超
え

る
項

目
数

項
目

95
96

－
10

8

１
日

の
中

で
ほ

と
ん

ど
読

書
を

し
な

い
児

童
生

徒
の

割
合

％
小

5：
20

.1
中

2：
10

.8
小

5：
18

.2
中

2：
12

.1
小

5：
10

.4
中

2：
13

.1
小

5：
10

中
2：

0
【
課

題
と

今
後

の
方

向
性

】

・
道

徳
教

育
推

進
教

師
を

中
心

と
し

た
校

内
指

導
体

制
を

整
備

し
、

小
中

一
貫

教
育

を
中

心
と

し
た

道
徳

の
授

業
実

践
を

積
み

重
ね

て
豊

か
な

心
の

育
成

を
充

実
さ

せ
る

。
・
自

然
体

験
、

職
場

体
験

、
福

祉
体

験
な

ど
豊

か
な

心
を

は
ぐ

く
む

体
験

活
動

の
更

な
る

充
実

を
図

る
。

・
継

続
し

て
学

校
図

書
館

の
蔵

書
を

充
実

さ
せ

る
と

と
も

に
、

児
童

生
徒

が
本

に
触

れ
る

機
会

を
意

図
的

に
つ

く
り

、
読

書
活

動
を

活
性

化
さ

せ
、

豊
か

な
心

の
育

成
を

図
る

。

1 　 未 来 を 拓 く 学 び の 力

【
平

成
2
6
年

度
の

取
組

み
実

績
】

7

・
教

育
研

究
員

（
道

徳
）
に

よ
る

保
護

者
を

交
え

た
小

中
学

校
で

の
道

徳
授

業
研

究
会

と
研

修
会

の
実

施
。

・
「
み

よ
し

っ
子

、
み

ん
な

で
読

も
う

こ
の

１
冊

！
」
の

実
施

。
・
各

校
に

お
け

る
読

書
の

時
間

の
設

定
と

読
み

聞
か

せ
及

び
ブ

ッ
ク

ト
ー

ク
の

実
施

。
・
自

然
体

験
、

職
場

体
験

、
福

祉
体

験
の

実
施

。

【
評

価
の

理
由

】

・
小

学
校

に
お

い
て

は
、

教
職

員
、

町
図

書
館

司
書

、
学

校
図

書
館

司
書

及
び

読
書

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

等
に

よ
る

読
み

聞
か

せ
、

中
学

校
に

お
い

て
は

町
図

書
館

職
員

及
び

学
校

図
書

館
司

書
等

に
よ

る
ブ

ッ
ク

ト
ー

ク
等

を
実

施
す

る
こ

と
に

よ
り

読
書

好
き

の
子

が
増

え
た

。
・
総

合
的

な
学

習
の

時
間

に
お

け
る

福
祉

体
験

や
職

場
体

験
等

を
通

し
て

、
各

校
に

お
い

て
計

画
的

に
体

験
的

な
活

動
が

実
施

さ
れ

た
。

・
学

校
図

書
館

教
育

推
進

委
員

会
に

お
い

て
「
み

よ
し

っ
子

、
み

ん
な

で
読

も
う

こ
の

１
冊

！
」
の

取
組

を
す

る
こ

と
に

よ
り

、
読

書
活

動
が

活
性

化
し

た
。

【
学

識
経

験
者

の
意

見
】

道
徳

研
究

員
・
保

護
者

を
交

え
た

道
徳

授
業

研
究

会
を

実
施

し
、

指
導

体
制

を
整

え
る

と
と

も
に

道
徳

の
授

業
の

質
を

高
め

る
研

修
の

実
施

は
、

子
ど

も
の

心
を

は
ぐ

く
む

上
で

重
要

で
あ

る
。

ま
た

、
道

徳
教

材
を

有
効

的
に

活
用

し
な

が
ら

、
体

験
活

動
や

読
書

活
動

に
つ

い
て

も
積

極
的

に
取

り
組

ん
で

い
く
こ

と
が

大
切

で
あ

る
。
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【
評

価
基

準
】
A

：
十

分
　

B
：
概

ね
十

分
　

C
：
や

や
不

十
分

　
D

：
不

十
分

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
（
※

『
教

育
振

興
基

本
計

画
』
掲

載
の

指
標

値
は

斜
体

）
基

本
方

針
基

本
目

標
主

要
な

施
策

事
業

内
容

等
総

　
　

　
合

　
　

　
評

　
　

　
価

№

【
施

策
の

内
容

】
評

価

・
職

場
体

験
、

福
祉

体
験

、
地

域
文

化
体

験
等

の
豊

か
な

体
験

活
動

を
推

進
す

る
。

・
小

中
学

校
で

の
、

み
ど

り
の

学
校

フ
ァ

ー
ム

を
推

進
す

る
。

Ａ

【
こ

れ
ま

で
の

取
組

状
況

】
担

当
課

Ⅱ
豊

か
な

心
と

健
や

か
な

体
の

育
成

3
体

験
活

動
の

推
進

・
中

学
校

に
お

い
て

、
勤

労
観

・
職

業
観

を
育

成
す

る
た

め
、

地
域

の
企

業
や

施
設

等
と

連
携

し
た

職
場

体
験

学
習

や
地

元
で

活
躍

す
る

企
業

人
等

に
よ

る
講

演
会

の
実

施
。

・
小

中
学

校
に

「
み

ど
り

の
学

校
フ

ァ
ー

ム
」
を

設
置

し
、

農
業

体
験

を
進

め
、

育
て

た
農

作
物

を
調

理
し

た
り

、
収

穫
祭

を
し

た
り

す
る

活
動

を
通

し
て

、
食

育
と

生
命

の
尊

さ
に

つ
い

て
の

学
習

を
実

施
。

・
総

合
的

な
学

習
の

時
間

等
を

活
用

し
、

地
域

の
伝

統
芸

能
で

あ
る

竹
間

沢
車

人
形

や
上

富
囃

子
、

北
永

井
囃

子
な

ど
、

三
芳

町
 の

伝
統

・
文

化
を

体
験

し
理

解
を

深
め

る
学

習
を

実
施

。

学
校

教
育

課

・
実

績
と

成
果

単
位

2
4
年

度
2
5
年

度
2
6
年

度
2
7
年

度
（
目

標
値

）

職
場

体
験

の
実

施
日

数
日

2
.7

2
.7

3
3

学
校

フ
ァ

ー
ム

の
設

置
率

％
小

：1
00

中
：1

00
小

：1
00

中
：1

00
小

：1
00

中
：1

00
小

：1
00

中
：1

00

【
課

題
と

今
後

の
方

向
性

】

・
中

学
校

に
お

け
る

職
場

体
験

学
習

が
継

続
で

き
る

よ
う

、
受

け
入

れ
先

事
業

所
に

趣
旨

等
に

つ
い

て
の

更
な

る
理

解
と

協
力

を
働

き
か

け
て

い
く
。

・
地

域
の

方
と

協
力

し
な

が
ら

体
験

交
流

活
動

を
実

施
し

て
い

る
学

校
を

増
や

す
。

そ
の

た
め

に
、

地
域

の
人

材
活

用
と

組
織

の
整

備
を

進
め

る
。

1 　 未 来 を 拓 く 学 び の 力

【
平

成
2
6
年

度
の

取
組

み
実

績
】

8

・
す

べ
て

の
中

学
校

に
お

い
て

、
３

日
間

の
職

場
体

験
活

動
を

実
施

。
・
社

会
福

祉
協

議
会

の
協

力
を

得
て

、
校

内
や

福
祉

施
設

等
に

お
い

て
福

祉
体

験
を

実
施

。
・
学

校
応

援
団

や
町

内
の

各
種

団
体

の
協

力
に

よ
る

農
業

体
験

と
交

流
活

動
を

実
施

。

【
評

価
の

理
由

】

・
他

者
、

社
会

、
自

然
環

境
の

中
で

の
経

験
を

通
し

て
、

思
い

や
り

の
心

や
規

範
意

識
、

学
習

意
欲

、
目

的
意

識
、

望
ま

し
い

勤
労

観
・

職
業

観
を

は
ぐ

く
む

な
ど

、
豊

か
な

人
間

性
や

社
会

性
な

ど
「
生

き
る

力
」
の

基
礎

を
培

う
こ

と
が

で
き

て
い

る
。

・
小

中
学

校
に

お
い

て
、

学
校

フ
ァ

ー
ム

の
設

置
率

が
１

０
０

％
と

な
り

、
農

業
体

験
を

進
め

、
育

て
た

農
作

物
を

調
理

や
収

穫
祭

な
ど

の
交

流
活

動
を

通
し

て
、

食
と

生
命

の
尊

さ
を

は
ぐ

く
む

こ
と

が
で

き
て

い
る

。

【
学

識
経

験
者

の
意

見
】

職
場

体
験

学
習

や
農

業
体

験
に

よ
り

、
思

い
や

り
の

心
や

規
範

意
識

、
生

命
の

尊
さ

や
食

育
等

「
生

き
る

力
」
の

基
礎

を
培

う
こ

と
は

重
要

で
あ

る
。

今
後

も
地

域
と

連
携

し
、

地
域

の
方

の
理

解
と

協
力

を
得

て
、

環
境

を
整

備
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
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【
評

価
基

準
】
A

：
十

分
　

B
：
概

ね
十

分
　

C
：
や

や
不

十
分

　
D

：
不

十
分

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
（
※

『
教

育
振

興
基

本
計

画
』
掲

載
の

指
標

値
は

斜
体

）
基

本
方

針
基

本
目

標
主

要
な

施
策

事
業

内
容

等
総

　
　

　
合

　
　

　
評

　
　

　
価

№

【
施

策
の

内
容

】
評

価

・
問

題
行

動
を

未
然

防
止

し
、

早
期

発
見

・
早

期
対

応
を

行
う

。
・
教

育
相

談
体

制
を

整
備

す
る

。
・
生

徒
指

導
体

制
を

充
実

さ
せ

る
。

Ａ

【
こ

れ
ま

で
の

取
組

状
況

】
担

当
課

Ⅱ
豊

か
な

心
と

健
や

か
な

体
の

育
成

4
教

育
相

談
・
生

徒
指

導
の

充
実

・
小

中
学

校
全

校
に

教
育

支
援

員
・
特

別
支

援
教

育
支

援
員

、
ま

た
中

学
校

に
さ

わ
や

か
相

談
員

を
配

置
し

、
教

育
相

談
体

制
を

整
備

。
・
三

芳
町

教
育

相
談

室
に

適
応

指
導

員
を

配
置

し
、

通
室

す
る

児
童

生
徒

に
対

し
て

、
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

や
学

習
支

援
を

行
い

、
悩

み
や

不
安

の
解

消
、

学
習

の
遅

れ
等

を
補

い
、

学
校

生
活

へ
の

復
帰

に
向

け
て

支
援

。
学

校
教

育
課

・
実

績
と

成
果

単
位

2
4
年

度
2
5
年

度
2
6
年

度
2
7
年

度
（
目

標
値

）

不
登

校
児

童
・生

徒
の

割
合

％
小

：0
.1

7
中

：2
.1

2
小

：0
.1

3
中

：1
.6

6
小

：0
.1

3
中

：1
.8

5
小

：0
.0

5
中

：2
.7

0

【
課

題
と

今
後

の
方

向
性

】

・
指

導
員

が
専

属
で

配
置

さ
れ

、
運

営
面

に
つ

い
て

も
充

実
し

て
い

る
が

、
通

室
す

る
児

童
生

徒
が

増
加

す
る

中
で

、
施

設
面

に
つ

い
て

は
個

別
に

相
談

す
る

ス
ペ

ー
ス

の
確

保
が

十
分

で
な

い
。

・
学

校
不

適
応

か
ら

不
登

校
に

な
っ

て
し

ま
う

児
童

生
徒

を
適

応
指

導
教

室
に

通
室

と
い

う
形

で
支

援
す

る
こ

と
は

、
当

該
家

庭
に

と
っ

て
ニ

ー
ズ

が
大

き
い

。
・
不

登
校

に
は

含
ま

れ
ず

、
長

期
欠

席
を

す
る

児
童

生
徒

が
増

加
す

る
中

で
、

様
々

な
面

か
ら

の
ア

プ
ロ

ー
チ

が
必

要
に

な
る

。

1 　 未 来 を 拓 く 学 び の 力

【
平

成
2
6
年

度
の

取
組

み
実

績
】

9

・
三

芳
町

教
育

相
談

室
に

、
１

名
の

常
任

相
談

員
を

配
置

し
、

８
：
３

０
～

１
６

：
３

０
ま

で
児

童
生

徒
及

び
保

護
者

等
の

相
談

活
動

を
実

施
。

・
三

芳
町

適
応

指
導

教
室

に
指

導
員

２
名

（
８

：
３

０
～

１
６

：
３

０
勤

務
者

１
名

、
８

：
３

０
～

１
４

：
３

０
勤

務
者

１
名

）
を

年
間

約
2
1
0
日

間
配

置
し

、
指

導
を

実
施

。
・
児

童
生

徒
の

実
態

把
握

に
努

め
、

学
校

と
関

係
機

関
が

連
携

し
て

い
じ

め
問

題
に

取
り

組
み

、
そ

の
解

決
・
根

絶
に

向
け

て
の

取
組

。

【
評

価
の

理
由

】

・
小

中
学

校
全

校
に

教
育

支
援

員
・
特

別
支

援
教

育
支

援
員

、
ま

た
中

学
校

に
さ

わ
や

か
相

談
員

を
配

置
し

、
教

育
相

談
体

制
を

整
備

し
た

こ
と

で
、

学
校

や
家

庭
で

の
問

題
行

動
の

未
然

防
止

、
早

期
発

見
と

早
期

対
応

に
効

果
が

見
ら

れ
る

。
・
登

校
で

き
な

い
児

童
生

徒
に

対
し

て
、

適
応

指
導

教
室

や
教

育
相

談
室

を
設

置
し

、
学

校
と

の
連

携
を

図
り

、
心

の
ケ

ア
や

学
習

援
助

に
努

め
て

い
る

。
ま

た
、

ス
ク

ー
ル

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
カ

ー
と

学
校

、
家

庭
と

の
連

携
に

よ
り

、
児

童
生

徒
へ

の
サ

ポ
ー

ト
も

で
き

た
。

【
学

識
経

験
者

の
意

見
】

教
育

支
援

員
や

指
導

員
が

専
属

で
配

置
さ

れ
、

ま
た

ス
ク

ー
ル

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
カ

ー
の

配
置

も
行

わ
れ

、
不

登
校

児
童

の
割

合
が

低
い

こ
と

は
大

き
な

成
果

で
あ

る
。

登
校

で
き

な
い

児
童

生
徒

へ
の

対
応

は
、

学
校

だ
け

で
な

く
関

係
機

関
と

の
連

携
を

図
る

必
要

が
あ

る
こ

と
か

ら
、

今
後

一
層

連
携

を
深

め
て

い
く
必

要
が

あ
る

。
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【
評

価
基

準
】
A

：
十

分
　

B
：
概

ね
十

分
　

C
：
や

や
不

十
分

　
D

：
不

十
分

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
（
※

『
教

育
振

興
基

本
計

画
』
掲

載
の

指
標

値
は

斜
体

）
基

本
方

針
基

本
目

標
主

要
な

施
策

事
業

内
容

等
総

　
　

　
合

　
　

　
評

　
　

　
価

№

【
施

策
の

内
容

】
評

価

・
「
教

育
に

関
す

る
３

つ
の

達
成

目
標

（
体

力
）
」
の

取
組

を
推

進
す

る
。

・
性

に
関

す
る

問
題

行
動

や
薬

物
の

乱
用

の
防

止
な

ど
、

学
校

保
健

に
関

す
る

現
代

的
課

題
に

対
応

す
る

教
育

を
推

進
す

る
。

B

【
こ

れ
ま

で
の

取
組

状
況

】
担

当
課

Ⅱ
豊

か
な

心
と

健
や

か
な

体
の

育
成

5
体

力
の

向
上

と
学

校
体

育
・
健

康
教

育
の

充
実

・
教

育
に

関
す

る
３

つ
の

達
成

目
標

の
「
体

力
」
に

つ
い

て
、

児
童

生
徒

一
人

一
人

の
「
体

力
」
向

上
目

標
値

を
設

定
。

・
三

芳
町

体
力

向
上

推
進

委
員

会
を

中
心

に
、

各
小

中
学

校
の

体
力

の
状

況
を

分
析

し
、

実
態

に
応

じ
た

研
究

実
践

の
推

進
。

・
中

学
校

の
運

動
部

活
動

に
外

部
指

導
者

を
派

遣
。

・
子

ど
も

た
ち

に
望

ま
し

い
食

習
慣

を
身

に
付

け
さ

せ
る

た
の

食
育

指
導

。

学
校

教
育

課

・
実

績
と

成
果

単
位

2
4
年

度
2
5
年

度
2
6
年

度
2
7
年

度
（
目

標
値

）

新
体

力
テ

ス
ト

に
お

け
る

総
合

評
価

上
位

の
児

童
生

徒
の

割
合

％
4
6
.3

4
7
.1

4
8
.1

7
5
.0

栄
養

教
諭

に
よ

る
食

育
指

導
回

8
8

8
1
6

【
課

題
と

今
後

の
方

向
性

】

・
新

体
力

テ
ス

ト
の

分
析

を
い

か
し

た
取

組
を

推
進

す
る

。
・
授

業
力

向
上

を
め

ざ
し

、
小

中
合

同
の

授
業

研
究

会
を

実
施

す
る

。
・
学

校
を

核
に

、
家

庭
や

地
域

と
連

携
し

な
が

ら
、

体
力

向
上

に
取

り
組

む
。

・
学

校
・
家

庭
・
地

域
の

医
療

機
関

を
は

じ
め

各
機

関
が

連
携

し
、

健
康

教
育

を
充

実
す

る
。

・
学

校
保

健
に

関
す

る
現

代
的

課
題

に
対

応
す

る
教

育
を

推
進

す
る

。
・
児

童
生

徒
一

人
一

人
の

体
力

向
上

に
向

け
た

授
業

に
つ

い
て

研
究

を
深

め
る

。
・
専

門
的

な
知

見
を

有
す

る
方

か
ら

直
接

指
導

方
法

に
つ

い
て

指
導

を
得

ら
れ

る
機

会
を

設
定

す
る

。

1 　 未 来 を 拓 く 学 び の 力

【
平

成
2
6
年

度
の

取
組

み
実

績
】

1
0

・
児

童
生

徒
の

「
体

力
」
の

向
上

を
め

ざ
し

小
中

学
校

そ
れ

ぞ
れ

で
授

業
研

究
会

を
実

施
。

・
学

校
種

を
超

え
て

の
研

究
協

議
の

実
施

。
（
体

力
向

上
推

進
委

員
会

）
・
栄

養
教

諭
に

よ
る

食
育

指
導

。
・
中

学
校

の
運

動
部

活
動

外
部

指
導

者
の

活
用

。

【
評

価
の

理
由

】

・
体

力
向

上
に

向
け

た
授

業
研

究
会

開
催

等
が

年
間

を
通

し
て

計
画

さ
れ

、
課

題
に

対
応

し
た

研
究

が
行

わ
れ

て
い

る
。

・
小

中
学

校
が

連
携

を
し

、
中

学
校

の
教

員
が

小
学

校
に

行
き

体
育

の
指

導
を

す
る

な
ど

の
出

前
授

業
等

が
実

施
さ

れ
、

児
童

生
徒

の
体

力
向

上
に

係
る

課
題

を
共

有
し

解
決

に
向

け
取

り
組

め
た

。
・
平

成
2
4
年

度
よ

り
栄

養
教

諭
が

配
置

さ
れ

、
各

学
校

で
栄

養
教

諭
に

よ
る

児
童

生
徒

へ
の

食
育

指
導

が
直

接
実

施
さ

れ
、

食
に

関
す

る
意

識
の

高
揚

が
図

れ
た

。
・
新

体
力

テ
ス

ト
結

果
に

つ
い

て
は

、
文

部
科

学
省

が
示

す
上

位
に

あ
た

る
児

童
生

徒
の

割
合

は
、

１
ポ

イ
ン

ト
程

度
で

は
あ

る
が

年
々

上
昇

し
て

い
る

。
し

か
し

、
埼

玉
県

の
平

均
値

が
年

々
向

上
し

て
い

る
た

め
そ

の
結

果
と

比
較

す
る

と
児

童
生

徒
の

さ
ら

な
る

体
力

向
上

が
求

め
ら

れ
る

。

【
学

識
経

験
者

の
意

見
】

小
中

学
校

は
連

携
し

て
児

童
生

徒
の

体
力

向
上

に
係

る
課

題
を

共
有

し
解

決
に

向
け

て
取

り
組

ん
で

い
る

が
、

学
校

を
核

に
家

庭
や

地
域

と
連

携
し

な
が

ら
取

り
組

む
こ

と
も

大
切

で
あ

る
。

食
育

の
重

要
性

が
指

摘
さ

れ
て

い
る

中
で

、
栄

養
教

諭
に

食
育

指
導

の
推

進
を

今
後

も
一

層
進

め
て

い
く
必

要
が

あ
る

。

22



【
評

価
基

準
】
A

：
十

分
　

B
：
概

ね
十

分
　

C
：
や

や
不

十
分

　
D

：
不

十
分

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
（
※

『
教

育
振

興
基

本
計

画
』
掲

載
の

指
標

値
は

斜
体

）
基

本
方

針
基

本
目

標
主

要
な

施
策

事
業

内
容

等
総

　
　

　
合

　
　

　
評

　
　

　
価

№

【
施

策
の

内
容

】
評

価

・
人

事
評

価
制

度
を

充
実

さ
せ

、
目

標
に

よ
る

教
職

員
の

人
事

管
理

や
資

質
・

能
力

の
向

上
を

図
る

。
・
教

職
員

研
修

の
充

実
を

図
る

。
・
各

小
中

学
校

に
お

い
て

倫
理

確
立

委
員

会
を

活
性

化
し

、
教

職
員

モ
ラ

ル
の

向
上

を
図

る
。

・
子

ど
も

と
向

き
合

う
環

境
づ

く
り

を
推

進
す

る
。

・
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

研
修

を
充

実
さ

せ
、

教
職

員
の

心
身

の
健

康
維

持
を

図
る

。

A

【
こ

れ
ま

で
の

取
組

状
況

】
担

当
課

Ⅲ
質

の
高

い
教

育
体

制
の

確
立

1
教

職
員

の
資

質
・
能

力
の

向
上

・
校

長
に

あ
っ

て
は

教
育

長
・
学

校
教

育
課

長
と

、
そ

の
他

の
職

員
に

あ
っ

て
は

校
長

と
、

目
標

の
設

定
、

見
直

し
、

評
価

に
つ

い
て

自
己

申
告

シ
ー

ト
に

基
づ

く
面

談
を

３
回

実
施

。
・
学

校
・
グ

ル
ー

プ
・
個

人
研

究
の

委
嘱

。
・
教

育
研

究
員

に
よ

る
研

修
会

、
授

業
研

究
会

の
実

施
。

・
初

任
者

・
５

年
次

・
１

０
年

次
・
２

０
年

次
研

修
及

び
臨

時
的

任
用

教
員

研
修

会
の

実
施

。
・
学

校
指

導
訪

問
、

管
理

訪
問

、
指

導
主

事
に

よ
る

学
校

訪
問

の
実

施
。

学
校

教
育

課

・
実

績
と

成
果

単
位

2
4
年

度
2
5
年

度
2
6
年

度
2
7
年

度
（
目

標
値

）

小
中

学
校

で
の

授
業

研
究

会
の

年
間

平
均

実
施

回
数

回
22

.9
32

33
10

【
課

題
と

今
後

の
方

向
性

】

・
人

事
評

価
制

度
を

さ
ら

に
充

実
さ

せ
、

Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ

サ
イ

ク
ル

に
よ

る
資

質
・
能

力
の

向
上

に
努

め
る

。
・
学

校
・
グ

ル
ー

プ
・
個

人
研

究
な

ど
研

修
の

機
会

を
充

実
さ

せ
、

研
究

発
表

や
研

究
授

業
な

ど
の

研
究

成
果

を
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

し
、

よ
り

質
の

高
い

教
育

を
推

進
す

る
。

1 　 未 来 を 拓 く 学 び の 力

【
平

成
2
6
年

度
の

取
組

み
実

績
】

1
1

・
自

己
申

告
シ

ー
ト

に
基

づ
く
面

談
の

実
施

。
（
当

初
・
中

間
・
評

価
の

３
回

）
・
研

究
報

告
書

の
発

行
及

び
グ

ル
ー

プ
・
個

人
研

究
発

表
会

の
実

施
。

・
教

育
研

究
員

に
よ

る
研

究
授

業
の

実
施

。
・
初

任
者

・
５

年
次

・
１

０
年

次
・
２

０
年

次
及

び
臨

時
的

任
用

教
員

研
修

会
の

実
施

。
・
学

校
指

導
訪

問
（
４

校
）
、

管
理

訪
問

（
全

校
）
、

指
導

主
事

に
よ

る
学

校
訪

問
（
全

校
）
の

実
施

。

【
評

価
の

理
由

】

・
教

職
員

の
資

質
・
能

力
の

向
上

を
図

る
た

め
に

は
研

修
が

欠
か

せ
な

い
。

ま
た

、
教

育
現

場
で

の
多

忙
感

は
極

め
て

高
い

。
そ

の
中

で
、

学
校

・
グ

ル
ー

プ
・
個

人
研

究
な

ど
、

研
究

主
題

を
設

定
し

て
の

研
修

の
集

大
成

と
し

て
そ

の
研

究
の

成
果

を
発

表
す

る
研

究
授

業
を

実
施

し
て

い
る

。
・
研

究
授

業
を

実
施

す
る

中
で

、
１

時
間

の
授

業
の

中
で

、
本

時
の

目
標

を
明

確
に

提
示

し
、

き
ち

ん
と

ま
と

め
を

す
る

と
い

う
授

業
形

態
が

定
着

し
て

き
た

。
・
初

任
者

・
５

年
次

・
臨

時
的

任
用

教
員

研
修

に
お

い
て

校
内

で
の

研
修

の
一

貫
で

、
研

究
授

業
を

実
施

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

、
指

導
力

の
向

上
が

図
ら

れ
て

い
る

。
・
事

務
の

共
同

実
施

の
試

行
に

よ
り

、
教

職
員

の
事

務
の

軽
減

が
図

ら
れ

る
よ

う
に

な
っ

て
き

た
。

【
学

識
経

験
者

の
意

見
】

今
日

、
若

い
教

職
員

が
急

速
に

増
加

し
て

い
る

た
め

、
計

画
的

な
研

修
制

度
を

活
用

し
た

り
、

個
別

の
研

修
課

題
に

取
り

組
ん

だ
り

し
て

、
教

職
員

の
資

質
向

上
を

図
る

こ
と

は
重

要
で

あ
る

。
よ

り
質

の
高

い
教

育
が

推
進

さ
れ

る
こ

と
を

期
待

す
る

。
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【
評

価
基

準
】
A

：
十

分
　

B
：
概

ね
十

分
　

C
：
や

や
不

十
分

　
D

：
不

十
分

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
（
※

『
教

育
振

興
基

本
計

画
』
掲

載
の

指
標

値
は

斜
体

）
基

本
方

針
基

本
目

標
主

要
な

施
策

事
業

内
容

等
総

　
　

　
合

　
　

　
評

　
　

　
価

№

【
施

策
の

内
容

】
評

価

・
教

職
員

の
人

材
育

成
、

ＩＣ
Ｔ

機
器

等
を

は
じ

め
と

す
る

教
材

教
具

の
よ

り
一

層
の

整
備

の
充

実
を

図
る

。
 ・

各
学

校
図

書
館

に
配

置
し

た
司

書
を

中
心

に
、

蔵
書

の
整

備
充

実
を

図
り

、
児

童
生

徒
の

読
書

活
動

を
推

進
し

、
学

力
向

上
及

び
人

間
形

成
や

情
操

を
養

う
上

で
重

要
な

役
割

を
果

た
す

も
の

で
あ

る
。

・
就

学
援

助
・
特

別
支

援
教

育
就

学
奨

励
・
私

立
幼

稚
園

就
園

奨
励

の
支

給
に

よ
り

、
保

護
者

の
経

済
的

負
担

を
軽

減
し

、
教

育
の

振
興

に
資

す
る

。

A

【
こ

れ
ま

で
の

取
組

状
況

】
担

当
課

Ⅲ
質

の
高

い
教

育
体

制
の

確
立

2
学

習
環

境
の

整
備

充
実

・
各

種
教

員
研

修
及

び
学

校
・
グ

ル
ー

プ
・
個

人
に

対
す

る
研

究
委

嘱
事

業
の

実
施

。
・
学

習
指

導
員

、
教

育
支

援
員

、
特

別
支

援
教

育
支

援
員

、
英

語
指

導
員

等
を

各
校

に
配

置
。

・
三

芳
町

教
育

研
究

員
（
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
）
に

よ
る

研
究

の
実

施
。

・
学

校
図

書
館

図
書

標
準

達
成

に
向

け
た

蔵
書

整
備

。
・
就

学
援

助
費

・
特

別
支

援
教

育
就

学
奨

励
費

・
私

立
幼

稚
園

就
園

奨
励

費
の

支
給

。

学
校

教
育

課

・
実

績
と

成
果

単
位

2
4
年

度
2
5
年

度
2
６

年
度

2
7
年

度
（
目

標
値

）

学
校

図
書

館
の

蔵
書

基
準

冊
数

の
達

成
率

％
76

81
86

95

就
学

援
助

受
給

者
数

人
3
7
6

3
7
8

4
1
0

【
課

題
と

今
後

の
方

向
性

】

・
私

立
幼

稚
園

就
園

奨
励

費
等

の
国

庫
補

助
を

伴
う

事
業

に
つ

い
て

は
、

生
活

保
護

世
帯

・
非

課
税

世
帯

へ
の

補
助

、
第

2
子

を
有

す
る

家
庭

へ
の

補
助

が
増

額
さ

れ
た

。
そ

の
一

方
で

、
子

育
て

支
援

制
度

も
ス

タ
ー

ト
し

、
保

護
者

の
経

済
的

負
担

を
大

幅
に

軽
減

し
た

。
就

学
援

助
費

は
、

児
童

生
徒

の
教

育
機

会
を

保
障

す
る

点
か

ら
も

保
護

者
支

援
を

継
続

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
が

、
厳

し
い

財
政

状
況

か
ら

、
認

定
基

準
の

見
直

し
が

必
要

で
あ

る
。

・
今

後
、

ま
す

ま
す

財
政

状
況

が
厳

し
さ

を
増

す
中

で
、

学
習

環
境

整
備

に
つ

い
て

よ
り

一
層

検
討

し
て

い
く
必

要
が

あ
る

。
  

限
ら

れ
た

財
源

の
有

効
活

用
と

と
も

に
、

学
校

を
取

り
巻

く
人

的
環

境
の

よ
り

一
層

の
育

成
と

整
備

が
重

要
で

あ
る

。

1 　 未 来 を 拓 く 学 び の 力

【
平

成
2
6
年

度
の

取
組

み
実

績
】

1
2

・
各

種
教

員
研

修
及

び
学

校
・
グ

ル
ー

プ
・
個

人
に

対
す

る
研

究
委

嘱
事

業
の

実
施

。
・
学

習
指

導
員

、
教

育
支

援
員

、
特

別
支

援
教

育
支

援
員

、
英

語
指

導
員

等
の

各
校

へ
の

配
置

。
・
学

校
図

書
館

図
書

の
整

備
。

・
就

学
援

助
費

・
特

別
支

援
教

育
就

学
奨

励
費

・
私

立
幼

稚
園

就
園

奨
励

費
の

支
給

。

【
評

価
の

理
由

】

・
ＩＣ

Ｔ
機

器
の

活
用

や
電

子
黒

板
の

導
入

に
よ

る
指

導
の

充
実

が
図

ら
れ

る
と

と
も

に
、

学
習

指
導

員
等

の
町

独
自

の
職

員
配

置
に

よ
り

、
児

童
生

徒
の

個
に

応
じ

た
指

導
に

よ
り

、
学

習
意

欲
の

向
上

に
努

め
た

。
・
図

書
標

準
達

成
率

に
向

け
図

書
整

備
を

継
続

し
て

お
り

、
児

童
生

徒
の

図
書

貸
出

率
も

増
加

し
た

。
・
経

済
的

な
保

護
者

支
援

制
度

に
つ

い
て

、
全

家
庭

へ
広

く
情

報
提

供
し

、
制

度
の

周
知

を
促

進
し

、
学

校
教

育
を

受
け

ら
れ

る
一

助
と

な
っ

た
。

【
学

識
経

験
者

の
意

見
】

学
習

指
導

員
等

の
町

独
自

の
職

員
が

配
置

さ
れ

、
児

童
生

徒
の

個
に

応
じ

た
指

導
が

で
き

、
学

習
意

欲
の

向
上

を
図

る
こ

と
は

大
変

重
要

で
あ

り
継

続
さ

れ
る

こ
と

を
望

む
。

子
ど

も
の

貧
困

問
題

が
社

会
問

題
に

な
る

等
、

就
学

援
助

は
重

要
に

な
っ

て
い

る
事

か
ら

、
適

切
な

支
援

に
今

後
と

も
取

り
組

ん
で

い
く
必

要
が

あ
る

。
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【
評

価
基

準
】
A

：
十

分
　

B
：
概

ね
十

分
　

C
：
や

や
不

十
分

　
D

：
不

十
分

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
（
※

『
教

育
振

興
基

本
計

画
』
掲

載
の

指
標

値
は

斜
体

）
基

本
方

針
基

本
目

標
主

要
な

施
策

事
業

内
容

等
総

　
　

　
合

　
　

　
評

　
　

　
価

№

【
施

策
の

内
容

】
評

価

・
「
彩

の
国

教
育

の
日

・
教

育
週

間
」
の

取
組

を
推

進
し

、
学

校
の

教
育

活
動

を
保

護
者

、
地

域
に

公
開

す
る

。
・
学

校
の

教
育

活
動

充
実

の
た

め
に

「
学

校
評

議
員

制
度

」
を

活
用

す
る

。
・
「
学

校
応

援
団

」
の

組
織

化
に

取
り

組
み

、
地

域
と

家
庭

と
の

連
携

に
よ

る
特

色
あ

る
学

校
づ

く
り

を
推

進
す

る
。

A

【
こ

れ
ま

で
の

取
組

状
況

】
担

当
課

Ⅲ
質

の
高

い
教

育
体

制
の

確
立

3
地

域
に

開
か

れ
た

特
色

あ
る

学
校

づ
く
り

・
「
彩

の
国

教
育

の
日

・
教

育
週

間
」
に

お
け

る
学

校
公

開
及

び
埼

玉
県

教
育

委
員

会
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

の
公

開
内

容
等

に
つ

い
て

の
情

報
提

供
な

ど
の

実
施

。
・
全

校
で

の
「
学

校
評

議
員

制
度

」
の

導
入

。
・
全

校
で

の
「
学

校
応

援
団

」
の

活
動

の
実

施
。

学
校

教
育

課

・
実

績
と

成
果

単
位

2
4
年

度
2
5
年

度
2
6
年

度
2
7
年

度
（
目

標
値

）

学
校

応
援

団
員

人
5
1
2

6
7
2

6
6
0

6
5
0

学
校

評
議

員
会

開
催

回
2
4

2
4

2
4

3
2

【
課

題
と

今
後

の
方

向
性

】

・
学

校
応

援
団

員
へ

の
研

修
の

機
会

を
確

保
す

る
。

・
保

護
者

、
地

域
の

方
々

は
も

と
よ

り
、

専
門

的
な

知
見

が
あ

る
方

か
ら

の
学

校
教

育
活

動
へ

の
評

価
の

機
会

を
設

定
す

る
。

（
学

校
評

議
員

制
度

）

1 　 未 来 を 拓 く 学 び の 力

【
平

成
2
6
年

度
の

取
組

み
実

績
】

1
3

・
全

校
で

の
「
彩

の
国

教
育

の
日

・
教

育
週

間
」
の

実
施

。
・
全

校
で

の
「
学

校
評

議
員

制
度

」
の

開
催

。
（
年

３
回

）
・
学

校
応

援
団

の
組

織
化

。
（
常

時
登

録
者

６
６

０
人

　
こ

れ
以

外
に

行
事

ご
と

に
応

援
い

た
だ

く
方

も
多

数
い

た
）

【
評

価
の

理
由

】
・
「
彩

の
国

教
育

の
日

・
教

育
週

間
」
の

取
組

で
は

、
多

く
の

保
護

者
、

地
域

の
方

々
が

来
校

し
、

各
学

校
の

教
育

活
動

を
公

開
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

ま
た

、
そ

の
内

容
も

各
校

で
工

夫
が

見
ら

れ
保

護
者

と
と

も
に

学
ぶ

機
会

と
も

な
っ

た
。

・
学

校
評

議
員

制
度

で
は

、
学

校
の

教
育

活
動

に
つ

い
て

、
保

護
者

や
地

域
の

方
か

ら
の

意
見

や
評

価
を

取
り

入
れ

、
学

校
運

営
の

改
善

に
生

か
せ

た
。

・
学

校
応

援
団

で
は

、
常

時
登

録
者

数
は

減
少

し
た

が
、

行
事

ご
と

に
応

援
を

い
た

だ
け

る
方

が
多

数
あ

り
、

学
校

に
お

け
る

学
習

活
動

、
安

全
確

保
、

環
境

整
備

な
ど

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
と

し
て

保
護

者
や

地
域

の
方

々
の

参
加

を
積

極
的

に
進

め
、

学
校

・
家

庭
・
地

域
が

一
体

と
な

っ
た

子
ど

も
の

育
成

を
推

進
し

た
。

【
学

識
経

験
者

の
意

見
】

学
校

応
援

団
や

学
校

評
議

員
が

組
織

さ
れ

、
多

く
の

保
護

者
や

地
域

住
民

が
学

校
を

訪
問

す
る

機
会

が
増

え
て

き
た

が
、

学
校

応
援

団
の

活
動

が
さ

ら
に

広
ま

り
、

教
育

活
動

が
充

実
し

た
も

の
に

な
っ

て
い

く
こ

と
を

期
待

す
る

。
開

か
れ

た
学

校
で

あ
る

こ
と

が
、

教
員

の
負

担
を

減
ら

す
こ

と
に

つ
な

が
り

、
学

校
の

活
性

化
や

学
力

向
上

に
結

び
つ

く
こ

と
を

期
待

す
る

。
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【
評

価
基

準
】
A

：
十

分
　

B
：
概

ね
十

分
　

C
：
や

や
不

十
分

　
D

：
不

十
分

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
（
※

『
教

育
振

興
基

本
計

画
』
掲

載
の

指
標

値
は

斜
体

）
基

本
方

針
基

本
目

標
主

要
な

施
策

事
業

内
容

等
総

　
　

　
合

　
　

　
評

　
　

　
価

№

【
施

策
の

内
容

】
評

価

・
平

成
1
9
年

に
策

定
し

た
「
三

芳
町

公
立

学
校

施
設

耐
震

化
計

画
」
に

基
づ

き
、

学
校

施
設

の
耐

震
化

を
推

進
す

る
と

と
も

に
、

非
構

造
部

材
の

耐
震

化
に

取
り

組
む

。
・
（
仮

称
）
「
公

立
学

校
大

規
模

改
修

計
画

」
を

策
定

し
、

学
校

施
設

・
設

備
の

長
寿

命
化

を
図

る
と

と
も

に
、

施
設

の
改

修
に

伴
い

、
バ

リ
ア

フ
リ

ー
化

に
取

り
組

む
。

・
学

校
施

設
の

室
温

上
昇

や
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
対

策
に

つ
い

て
、

既
存

変
電

設
備

の
容

量
、

空
調

設
備

、
初

期
費

用
、

維
持

費
用

な
ど

早
急

な
調

査
業

務
の

実
施

と
改

善
方

法
の

検
討

を
図

り
、

教
育

環
境

の
改

善
に

取
り

組
む

。

A

【
こ

れ
ま

で
の

取
組

状
況

】
担

当
課

Ⅳ
安

心
・
安

全
な

教
育

環
境

の
整

備

1
学

校
施

設
・
設

備
の

整
備

拡
充

・
（
平

成
2
4
年

度
）

唐
沢

小
学

校
屋

内
運

動
場

耐
震

補
強

工
事

、
三

芳
中

学
校

校
舎

耐
震

補
強

工
事

、
三

芳
東

中
学

校
バ

リ
ア

フ
リ

ー
改

修
工

事
、

三
芳

小
学

校
普

通
教

室
棟

外
壁

改
修

工
事

、
小

・
中

学
校

エ
ア

コ
ン

設
置

基
礎

調
査

業
務

委
託

の
実

施
。

・
（
平

成
2
5
年

度
）

竹
間

沢
小

学
校

屋
内

運
動

場
（
渡

り
廊

下
含

）
耐

震
補

強
工

事
、

上
富

小
学

校
校

舎
・
屋

内
運

動
場

耐
震

補
強

工
事

、
藤

久
保

小
学

校
2
号

館
1
階

床
改

修
工

事
、

三
芳

小
学

校
・
上

富
小

学
校

・
唐

沢
小

学
校

放
送

設
備

改
修

工
事

、
中

学
校

空
調

設
備

工
事

設
計

業
務

委
託

の
実

施
。

教
育

総
務

課

・
実

績
と

成
果

単
位

2
4
年

度
2
5
年

度
2
6
年

度
2
7
年

度
（
目

標
値

）

学
校

施
設

の
耐

震
化

率
％

86
.7

10
0

10
0

10
0

学
校

施
設

の
改

修
件

数
件

9
6

6

【
課

題
と

今
後

の
方

向
性

】
・
学

校
施

設
の

耐
震

化
に

つ
い

て
は

、
平

成
2
5
年

度
に

耐
震

補
強

工
事

を
完

了
し

た
こ

と
に

よ
り

、
目

標
値

の
1
0
0
％

を
達

成
し

た
。

今
後

は
、

新
耐

震
基

準
に

よ
り

建
設

さ
れ

た
施

設
に

つ
い

て
、

非
構

造
部

材
の

耐
震

化
を

実
施

す
る

。
・
学

校
施

設
・
設

備
に

つ
い

て
は

、
長

寿
命

化
を

図
る

た
め

の
大

規
模

改
修

計
画

を
策

定
し

て
、

計
画

的
な

大
規

模
改

修
を

行
う

。
・
教

育
環

境
充

実
の

た
め

の
エ

ア
コ

ン
設

置
に

つ
い

て
は

、
平

成
2
6
年

度
に

中
学

校
の

設
置

工
事

が
完

了
し

、
平

成
２

７
年

度
に

小
学

校
の

設
置

工
事

を
実

施
す

る
。

・
ダ

ム
ウ

ェ
ー

タ
ー

の
改

修
に

つ
い

て
は

、
平

成
２

６
年

度
に

改
修

で
き

な
か

っ
た

小
学

校
４

基
分

を
平

成
２

７
年

度
に

実
施

す
る

。

1 　 未 来 を 拓 く 学 び の 力

【
平

成
2
6
年

度
の

取
組

み
実

績
】

1
4

・
中

学
校

空
調

設
備

設
置

工
事

、
上

富
小

学
校

消
防

設
備

改
修

工
事

、
竹

間
沢

小
学

校
給

食
用

ダ
ム

ウ
ェ

ー
タ

ー
改

修
工

事
、

小
学

校
遊

具
施

設
改

修
工

事
、

藤
久

保
小

学
校

放
送

設
備

改
修

工
事

、
中

学
校

給
食

用
ダ

ム
ウ

ェ
ー

タ
ー

改
修

工
事

（
東

中
、

藤
中

）
、

三
芳

東
中

学
校

３
階

衛
生

設
備

改
修

工
事

、
小

学
校

空
調

設
備

設
置

工
事

設
計

業
務

、
小

中
学

校
各

種
修

繕
の

実
施

。

【
評

価
の

理
由

】
・
学

校
施

設
の

耐
震

化
に

つ
い

て
は

、
「
三

芳
町

公
立

学
校

施
設

耐
震

化
計

画
」
に

基
づ

き
、

計
画

的
な

耐
震

補
強

工
事

を
実

施
し

た
結

果
、

平
成

2
5
年

度
の

耐
震

補
強

工
事

の
完

了
に

よ
り

、
目

標
値

の
1
0
0
％

を
達

成
し

た
こ

と
か

ら
、

着
実

に
成

果
が

あ
っ

た
と

い
え

る
。

・
学

校
施

設
・
設

備
に

つ
い

て
は

、
長

寿
命

化
を

図
る

た
め

の
大

規
模

改
修

計
画

は
策

定
し

て
い

な
い

が
、

老
朽

化
が

著
し

い
部

分
か

ら
優

先
的

に
改

修
工

事
、

修
繕

工
事

を
行

い
、

学
校

施
設

の
適

切
な

維
持

管
理

に
努

め
た

。
・
エ

ア
コ

ン
設

置
に

つ
い

て
は

、
中

学
校

の
設

置
工

事
が

完
了

し
た

。
平

成
２

７
年

度
に

小
学

校
に

設
置

工
事

を
実

施
し

、
よ

り
望

ま
し

い
学

習
環

境
の

確
保

に
向

け
て

事
業

を
進

め
て

い
る

。
・
給

食
用

の
食

器
の

変
更

に
伴

い
、

ダ
ム

ウ
ェ

ー
タ

ー
の

改
修

が
小

学
校

１
基

、
中

学
校

２
基

に
と

ど
ま

り
、

残
り

の
改

修
を

２
７

年
度

に
実

施
す

る
。

【
学

識
経

験
者

の
意

見
】

耐
震

工
事

が
完

了
し

た
こ

と
は

、
児

童
生

徒
の

安
全

面
か

ら
も

大
変

望
ま

し
い

こ
と

で
あ

る
。

今
後

も
震

災
は

じ
め

大
規

模
な

天
災

発
生

の
可

能
性

に
つ

い
て

は
予

断
を

許
さ

れ
な

い
状

況
で

あ
り

、
学

校
施

設
は

地
域

住
民

の
避

難
場

所
で

も
あ

る
こ

と
か

ら
、

確
実

な
維

持
・
改

修
計

画
を

継
続

し
て

検
討

さ
れ

た
い

。
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【
評

価
基

準
】
A

：
十

分
　

B
：
概

ね
十

分
　

C
：
や

や
不

十
分

　
D

：
不

十
分

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
（
※

『
教

育
振

興
基

本
計

画
』
掲

載
の

指
標

値
は

斜
体

）
基

本
方

針
基

本
目

標
主

要
な

施
策

事
業

内
容

等
総

　
　

　
合

　
　

　
評

　
　

　
価

№

【
施

策
の

内
容

】
評

価

・
自

他
の

生
命

を
尊

重
し

、
自

ら
安

全
な

生
活

を
営

む
と

と
も

に
、

他
の

人
々

の
安

全
に

も
配

慮
し

行
動

で
き

る
資

質
や

能
力

を
育

て
る

。
・
各

小
中

学
校

の
防

災
計

画
を

見
直

し
、

様
々

な
自

然
災

害
や

火
災

な
ど

の
場

面
に

応
じ

て
、

避
難

経
路

や
家

庭
へ

の
連

絡
体

制
、

通
学

路
の

安
全

確
認

な
ど

の
緊

急
時

の
対

応
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
見

直
し

を
行

い
、

危
機

管
理

体
制

の
整

備
・
充

実
を

図
る

。
・
家

庭
、

地
域

社
会

、
関

係
機

関
等

と
の

連
携

を
図

っ
た

安
全

教
育

の
充

実
と

安
全

管
理

の
徹

底
を

推
進

す
る

。

B

【
こ

れ
ま

で
の

取
組

状
況

】
担

当
課

Ⅳ
安

心
・
安

全
な

教
育

環
境

の
整

備

2
子

ど
も

た
ち

の
安

心
・
安

全
の

確
保

ス
ク

ー
ル

ガ
ー

ド
リ

ー
ダ

ー
を

中
心

と
し

た
、

保
護

者
、

地
域

に
よ

る
児

童
生

徒
の

見
守

り
活

動
の

実
施

。
・
各

小
中

学
校

に
お

い
て

、
既

存
の

防
災

計
画

を
見

直
し

、
様

々
な

状
況

に
応

じ
た

危
機

管
理

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

作
成

し
、

組
織

的
な

対
応

に
つ

い
て

検
討

。
・
様

々
な

事
態

を
想

定
し

て
の

避
難

訓
練

、
引

き
渡

し
訓

練
な

ど
計

画
、

実
施

。
・
東

入
間

警
察

署
と

連
携

し
、

各
学

校
で

の
交

通
安

全
教

室
の

実
施

及
び

小
学

校
４

年
生

対
象

に
自

転
車

運
転

免
許

講
習

の
実

施
。

学
校

教
育

課

・
実

績
と

成
果

単
位

2
4
年

度
2
5
年

度
2
6
年

度
2
7
年

度
（
目

標
値

）

自
転

車
運

転
免

許
を

取
得

し
た

小
学

4年
生

以
上

の
児

童
の

割
合

％
10

0
10

0
10

0
10

0

引
き

渡
し

訓
練

実
施

校
の

割
合

％
小

：1
00

中
：　

0
小

：1
00

中
：　

0
小

：1
00

中
：　

0
小

：1
00

中
：1

00

【
課

題
と

今
後

の
方

向
性

】

・
教

育
活

動
全

体
を

通
じ

て
継

続
的

、
組

織
的

な
安

全
教

育
が

実
施

で
き

る
よ

う
、

児
童

生
徒

、
家

庭
、

地
域

の
実

態
を

的
確

に
把

握
し

、
各

教
科

等
の

関
連

を
図

っ
た

指
導

計
画

を
作

成
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

・
各

中
学

校
に

お
い

て
、

引
き

渡
し

訓
練

な
ど

、
学

校
と

家
庭

が
連

携
し

た
訓

練
を

実
施

し
て

い
く
。

・
緊

急
メ

ー
ル

配
信

シ
ス

テ
ム

の
全

家
庭

登
録

を
推

進
す

る
。

1 　 未 来 を 拓 く 学 び の 力

【
平

成
2
6
年

度
の

取
組

み
実

績
】

1
5

・
ス

ク
ー

ル
ガ

ー
ド

リ
ー

ダ
ー

、
保

護
者

、
地

域
に

よ
る

児
童

生
徒

の
見

守
り

活
動

の
実

施
。

・
防

災
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
整

備
充

実
と

計
画

的
な

避
難

訓
練

の
実

施
。

・
メ

ー
ル

配
信

シ
ス

テ
ム

を
活

用
し

た
防

犯
、

防
災

情
報

の
提

供
。

・
通

学
路

の
安

全
点

検
の

実
施

。

【
評

価
の

理
由

】

・
各

小
中

学
校

に
お

い
て

指
導

計
画

に
基

づ
く
実

践
に

取
り

組
ん

だ
。

小
学

校
に

お
け

る
避

難
訓

練
、

交
通

安
全

教
室

な
ど

適
切

に
実

施
で

き
た

が
、

各
中

学
校

に
お

け
る

引
き

渡
し

訓
練

の
実

施
が

で
き

な
か

っ
た

。
・
ス

ク
ー

ル
ガ

ー
ド

・
リ

ー
ダ

ー
、

保
護

者
、

地
域

と
連

携
し

、
児

童
生

徒
の

安
全

な
登

下
校

及
び

地
域

で
の

防
犯

や
交

通
事

故
防

止
に

努
め

る
こ

と
が

で
き

た
。

【
学

識
経

験
者

の
意

見
】

ス
ク

ー
ル

ガ
ー

ド
リ

ー
ダ

ー
を

中
心

に
、

児
童

生
徒

の
安

全
を

見
守

る
体

制
を

整
え

る
こ

と
は

、
子

ど
も

の
安

全
確

保
に

大
き

な
役

割
を

果
た

し
て

い
て

い
る

こ
と

か
ら

、
今

後
と

も
継

続
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
ま

た
、

各
中

学
校

に
お

け
る

引
き

渡
し

訓
練

や
地

域
で

子
ど

も
を

守
る

に
は

ど
う

し
た

ら
よ

い
か

な
ど

、
連

携
を

図
っ

た
安

全
管

理
の

徹
底

を
望

む
。
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【
評

価
基

準
】
A

：
十

分
　

B
：
概

ね
十

分
　

C
：
や

や
不

十
分

　
D

：
不

十
分

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
（
※

『
教

育
振

興
基

本
計

画
』
掲

載
の

指
標

値
は

斜
体

）
基

本
方

針
基

本
目

標
主

要
な

施
策

事
業

内
容

等
総

　
　

　
合

　
　

　
評

　
　

　
価

№

【
施

策
の

内
容

】
評

価

・
安

心
・
安

全
な

学
校

給
食

の
提

供
を

図
る

た
め

、
調

理
場

内
の

衛
生

管
理

の
徹

底
に

努
め

る
と

と
も

に
、

美
味

し
い

給
食

を
目

指
し

て
地

場
産

野
菜

を
積

極
的

に
取

り
入

れ
、

栄
養

バ
ラ

ン
ス

の
と

れ
た

魅
力

あ
る

献
立

の
立

案
に

努
め

る
。

・
児

童
生

徒
の

健
康

管
理

や
体

力
の

向
上

を
目

指
し

使
用

食
材

の
安

全
確

保
を

図
る

と
と

も
に

食
育

を
積

極
的

 に
進

め
る

。
・
経

年
劣

化
に

よ
り

老
朽

化
が

著
し

い
学

校
給

食
セ

ン
タ

ー
の

施
設

等
の

整
備

を
図

る
。

B

【
こ

れ
ま

で
の

取
組

状
況

】
担

当
課

Ⅳ
安

心
・
安

全
な

教
育

環
境

の
整

備

3
学

校
給

食
の

充
実

・
調

理
場

内
の

衛
生

管
理

に
つ

い
て

は
、

「
大

量
調

理
施

設
衛

生
管

理
マ

ニ
ュ

ア
ル

」
「
学

校
給

食
衛

生
管

理
基

準
」
を

基
に

毎
日

の
点

検
を

実
施

。
・
三

芳
町

の
産

直
グ

ル
ー

プ
と

提
携

し
、

地
場

産
野

菜
を

使
用

。
・
使

用
食

材
の

安
全

確
保

の
た

め
、

放
射

性
物

質
検

査
の

実
施

。
・
食

物
ア

レ
ル

ギ
ー

を
有

す
る

児
童

生
徒

の
保

護
者

に
対

し
て

、
給

食
食

材
に

含
ま

れ
る

ア
レ

ル
ギ

ー
食

品
の

一
覧

表
を

提
供

。

学
校

給
食

セ
ン

タ
ー

・
実

績
と

成
果

単
位

2
4
年

度
2
5
年

度
2
6
年

度
2
7
年

度
（
目

標
値

）

地
場

産
野

菜
の

使
用

率
％

2
1
.8

2
0
.0

2
4
.0

2
5
.0

食
育

授
業

の
実

施
時

間
時

間
4
8

4
0

3
9

6
0

【
課

題
と

今
後

の
方

向
性

】

・
新

学
校

給
食

セ
ン

タ
ー

の
供

用
開

始
（
２

７
年

４
月

）
に

伴
い

、
よ

り
安

心
・
安

全
な

学
校

給
食

を
提

供
す

る
た

め
、

「
学

校
給

食
衛

生
管

理
基

準
」
等

に
基

づ
き

、
引

き
続

き
衛

生
管

理
の

徹
底

を
図

る
。

・
栄

養
教

諭
に

よ
る

食
育

授
業

の
内

容
に

つ
い

て
検

討
を

加
え

、
授

業
時

間
の

増
加

を
図

り
、

食
育

の
　

効
果

向
上

を
目

指
す

。
・
新

学
校

給
食

セ
ン

タ
ー

の
２

階
に

設
置

さ
れ

た
見

学
コ

ー
ス

や
体

験
学

習
コ

ー
ナ

ー
を

活
用

し
、

児
童

生
徒

に
給

食
に

つ
い

て
の

理
解

、
ま

た
、

P
T
A

の
施

設
見

学
を

積
極

的
に

受
け

入
れ

、
学

校
給

食
に

つ
い

て
の

理
解

を
深

め
る

。
・
食

物
ア

レ
ル

ギ
ー

を
有

す
る

児
童

生
徒

に
、

ア
レ

ル
ギ

ー
対

応
食

の
提

供
に

取
り

組
む

。

1 　 未 来 を 拓 く 学 び の 力

【
平

成
2
6
年

度
の

取
組

み
実

績
】

1
6

・
食

育
の

観
点

か
ら

食
器

を
ア

ル
マ

イ
ト

製
食

器
か

ら
強

化
磁

器
製

の
食

器
に

更
新

。
・
児

童
生

徒
が

地
場

産
野

菜
に

関
心

を
深

め
て

も
ら

う
た

め
、

食
器

に
み

よ
し

野
菜

の
ロ

ゴ
や

み
よ

し
野

菜
の

イ
ラ

ス
ト

を
掲

載
。

・
栄

養
教

諭
に

よ
る

児
童

生
徒

・
保

護
者

等
を

対
象

に
し

た
食

育
授

業
の

実
施

。
・
新

学
校

給
食

セ
ン

タ
ー

の
開

設
に

向
け

、
調

理
業

務
等

委
託

業
者

を
プ

ロ
ポ

ー
ザ

ル
方

式
に

よ
り

選
定

。

【
評

価
の

理
由

】

・
調

理
場

内
の

衛
生

管
理

に
つ

い
て

は
、

文
部

科
学

省
の

定
め

る
「
学

校
給

食
衛

生
管

理
基

準
」
等

に
基

づ
き

点
検

を
実

施
す

る
と

と
も

に
記

録
に

つ
い

て
も

確
実

に
実

施
し

た
。

・
食

育
の

観
点

か
ら

永
年

の
懸

案
事

項
で

あ
っ

た
、

給
食

用
食

器
（
ア

ル
マ

イ
ト

製
→

強
化

磁
器

製
）
の

更
新

を
行

っ
た

。
・
食

器
に

「
み

よ
し

野
菜

」
の

ロ
ゴ

や
イ

ラ
ス

ト
を

プ
リ

ン
ト

す
る

こ
と

に
よ

り
、

地
場

産
野

菜
に

つ
い

て
理

解
を

深
め

た
。

・
児

童
・
生

徒
の

健
康

管
理

や
体

力
向

上
を

目
指

し
魅

力
あ

る
献

立
の

立
案

に
努

め
る

と
と

も
に

、
旬

の
食

材
や

地
場

　
産

野
菜

を
取

り
入

れ
三

芳
町

を
意

識
し

た
給

食
の

提
供

を
行

っ
た

。
・
栄

養
教

諭
に

よ
る

食
育

授
業

に
つ

い
て

は
、

目
標

時
間

数
は

達
成

で
き

な
か

っ
た

が
、

教
育

委
員

会
各

小
中

学
校

と
の

内
容

に
つ

い
て

検
討

、
協

議
を

重
ね

学
校

給
食

の
果

た
す

役
割

の
大

切
さ

を
指

導
し

た
。

【
学

識
経

験
者

の
意

見
】

旬
の

地
場

産
野

菜
を

使
用

し
、

児
童

生
徒

に
食

の
関

心
を

深
め

る
取

り
組

み
は

効
果

的
で

あ
り

、
ま

た
、

調
理

場
内

を
衛

生
的

で
安

全
に

保
つ

よ
う

、
今

後
と

も
継

続
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
栄

養
教

諭
に

よ
る

児
童

生
徒

の
健

康
管

理
や

体
力

向
上

の
た

め
の

食
育

教
育

の
充

実
、

時
間

数
の

確
保

を
望

む
。
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【
評

価
基

準
】
A

：
十

分
　

B
：
概

ね
十

分
　

C
：
や

や
不

十
分

　
D

：
不

十
分

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
（
※

『
教

育
振

興
基

本
計

画
』
掲

載
の

指
標

値
は

斜
体

）
基

本
方

針
基

本
目

標
主

要
な

施
策

事
業

内
容

等
総

　
　

　
合

　
　

　
評

　
　

　
価

№

【
施

策
の

内
容

】
評

価

・
「
学

校
応

援
団

」
を

充
実

さ
せ

る
。

・
P

T
A

活
動

等
と

の
連

携
や

地
域

行
事

等
へ

の
積

極
的

に
参

加
す

る
。

A

【
こ

れ
ま

で
の

取
組

状
況

】
担

当
課

Ⅳ
安

心
・
安

全
な

教
育

環
境

の
整

備

4
地

域
ぐ

る
み

で
学

校
を

支
援

す
る

体
制

の
整

備
・
す

べ
て

の
小

中
学

校
に

「
学

校
応

援
団

」
を

組
織

。
・
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
の

養
成

に
よ

る
学

校
応

援
団

組
織

の
定

着
化

。
・
学

校
の

各
教

育
活

動
を

支
え

る
学

習
活

動
、

安
全

確
保

、
環

境
整

備
な

ど
の

活
動

。

学
校

教
育

課

・
実

績
と

成
果

単
位

2
4
年

度
2
5
年

度
2
6
年

度
2
7
年

度
（
目

標
値

）

地
域

人
材

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
組

織
率

％
10

0
10

0
10

0
10

0

「
学

校
応

援
団

」
登

録
者

数
人

5
1
2

6
7
2

6
6
0

6
5
0

【
課

題
と

今
後

の
方

向
性

】

・
「
学

校
応

援
団

」
の

活
動

を
通

し
て

地
域

の
教

育
力

を
活

用
し

、
地

域
や

家
庭

に
よ

る
学

校
支

援
の

取
組

を
促

進
し

て
い

く
。

・
Ｐ

Ｔ
Ａ

活
動

等
を

充
実

さ
せ

、
学

校
と

保
護

者
、

地
域

と
の

連
携

を
深

め
、

学
校

・
家

庭
・
地

域
が

一
体

と
な

っ
た

教
育

を
推

進
す

る
。

・
豊

か
な

体
験

活
動

の
充

実
の

た
め

、
地

域
の

学
習

素
材

を
活

用
し

た
教

育
活

動
の

推
進

を
図

る
。

1 　 未 来 を 拓 く 学 び の 力

【
平

成
2
6
年

度
の

取
組

み
実

績
】

1
7

・
学

校
応

援
団

の
取

組
と

し
て

、
下

校
時

の
見

守
り

活
動

、
読

み
聞

か
せ

活
動

、
学

校
フ

ァ
ー

ム
で

の
指

導
、

書
写

(書
き

初
め

)、
家

庭
科

（
ミ

シ
ン

指
導

）
、

生
徒

と
協

働
し

て
花

植
え

活
動

等
を

実
施

。
・
地

域
の

資
源

の
活

用
や

保
存

会
の

方
々

を
招

聘
し

、
三

芳
の

伝
統

・
文

化
を

体
験

し
理

解
を

深
め

る
学

習
を

総
合

的
な

学
習

の
時

間
等

を
活

用
し

て
実

施
。

【
評

価
の

理
由

】

・
学

校
応

援
団

は
す

べ
て

の
小

中
学

校
で

設
置

さ
れ

、
登

録
者

数
は

、
年

々
増

加
し

、
平

成
２

６
年

度
に

は
、

全
体

で
6
5
0
名

を
超

え
て

い
る

。
ま

た
、

学
習

支
援

や
緑

化
作

業
、

児
童

生
徒

の
登

下
校

の
見

守
り

等
に

つ
い

て
、

学
校

と
協

力
し

な
が

ら
行

わ
れ

て
お

り
、

学
校

の
教

育
活

動
を

支
援

し
、

子
ど

も
た

ち
を

保
護

者
と

地
域

の
方

々
が

と
も

に
育

て
る

体
制

が
整

備
さ

れ
て

い
る

。

【
学

識
経

験
者

の
意

見
】

学
校

応
援

団
が

充
実

し
、

地
域

の
教

育
力

が
活

用
さ

れ
、

教
育

活
動

を
進

め
て

い
る

こ
と

は
望

ま
し

い
こ

と
か

ら
、

今
後

も
継

続
す

る
よ

う
、

ま
た

、
協

力
者

も
充

実
感

が
も

て
る

よ
う

な
連

携
を

考
え

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
学

校
応

援
団

の
存

続
に

は
、

よ
り

多
く
の

保
護

者
や

地
域

の
方

々
に

知
っ

て
も

ら
い

、
学

校
応

援
団

の
登

録
者

に
な

る
た

め
の

仕
組

み
が

必
要

で
あ

る
。
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【
評

価
基

準
】
A

：
十

分
　

B
：
概

ね
十

分
　

C
：
や

や
不

十
分

　
D

：
不

十
分

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
（
※

『
教

育
振

興
基

本
計

画
』
掲

載
の

指
標

値
は

斜
体

）
基

本
方

針
基

本
目

標
主

要
な

施
策

事
業

内
容

等
総

　
　

　
合

　
　

　
評

　
　

　
価

№

【
施

策
の

内
容

】
評

価

・
核

家
族

化
の

進
展

や
地

域
の

人
間

関
係

の
希

薄
化

が
進

む
中

で
、

子
育

て
家

庭
は

、
孤

立
化

す
る

傾
向

に
あ

る
た

め
、

専
門

職
（
社

会
教

育
主

事
・
社

会
教

育
指

導
員

）
を

配
置

し
、

家
庭

教
育

学
級

の
開

設
や

学
級

運
営

の
指

導
助

言
を

通
し

て
家

庭
の

教
育

力
の

向
上

や
ふ

れ
あ

い
の

場
の

提
供

を
支

援
す

る
。

B

【
こ

れ
ま

で
の

取
組

状
況

】
担

当
課

Ⅰ
家

庭
・
地

域
の

教
育

力
の

向
上

1
家

庭
教

育
・
子

育
て

支
援

・
各

小
中

学
校

Ｐ
Ｔ

Ａ
を

対
象

と
し

て
、

家
庭

教
育

学
級

を
行

う
に

あ
た

り
、

準
備

講
座

を
開

設
し

、
運

営
に

お
け

る
運

営
支

援
を

は
じ

め
、

社
会

教
育

に
関

す
る

相
談

・
助

言
・
指

導
を

行
う

。

生
涯

学
習

課

・
実

績
と

成
果

単
位

2
4
年

度
2
5
年

度
2
6
年

度
2
7
年

度
（
目

標
値

）

実
施

講
座

数
件

4
1

4
1

3
6

4
0

家
庭

教
育

学
級

の
参

加
者

数
人

10
06

87
2

87
8

1,
20

0

【
課

題
と

今
後

の
方

向
性

】

・
現

在
、

8
校

あ
る

小
中

学
校

P
T
A

を
中

心
に

行
っ

て
い

る
家

庭
教

育
学

級
に

つ
い

て
は

、
P

T
A

の
役

員
が

毎
年

変
わ

る
こ

と
に

と
も

な
っ

て
、

毎
回

新
た

な
役

員
が

取
り

組
ん

で
い

る
。

そ
の

為
、

前
年

を
参

考
に

講
座

を
組

み
立

て
る

こ
と

に
よ

り
比

較
的

保
護

者
同

士
の

交
流

が
図

れ
る

内
容

に
事

業
が

組
ま

れ
て

い
る

。
今

後
は

、
開

催
内

容
の

検
討

に
つ

い
て

、
よ

り
豊

か
な

事
業

を
開

催
で

き
る

か
ど

う
か

の
検

討
も

必
要

で
あ

る
。

2 　 生 き 生 き と 輝 く 学 び の 場

【
平

成
2
6
年

度
の

取
組

み
実

績
】

1
8

・
毎

年
、

対
象

者
が

変
わ

る
た

め
、

基
本

的
な

家
庭

教
育

学
級

を
開

設
す

る
た

め
の

支
援

等
を

行
っ

た
。

【
評

価
の

理
由

】

・
家

庭
教

育
学

級
を

行
う

こ
と

に
よ

り
、

普
段

で
は

触
れ

合
う

機
会

の
少

な
い

保
護

者
同

士
の

交
流

や
子

ど
も

た
ち

と
の

触
れ

合
い

が
盛

ん
に

な
る

な
ど

、
子

育
て

家
庭

の
孤

立
化

の
防

止
や

相
互

学
習

の
向

上
に

つ
な

が
っ

て
い

る
が

、
さ

ら
に

多
く
の

方
が

事
業

に
参

加
す

る
よ

う
な

取
り

組
み

を
工

夫
す

る
必

要
が

あ
る

。

【
学

識
経

験
者

の
意

見
】

地
域

の
人

間
関

係
の

希
薄

化
が

進
む

中
、

子
育

て
家

族
を

支
援

す
る

活
動

は
、

今
後

ま
す

ま
す

重
要

に
な

る
。

今
後

は
地

域
で

も
子

育
て

支
援

や
子

育
て

家
庭

の
孤

立
化

を
防

止
す

る
た

め
の

家
庭

教
育

学
級

の
開

設
を

検
討

さ
れ

た
い

。
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【
評

価
基

準
】
A

：
十

分
　

B
：
概

ね
十

分
　

C
：
や

や
不

十
分

　
D

：
不

十
分

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
（
※

『
教

育
振

興
基

本
計

画
』
掲

載
の

指
標

値
は

斜
体

）
基

本
方

針
基

本
目

標
主

要
な

施
策

事
業

内
容

等
総

　
　

　
合

　
　

　
評

　
　

　
価

№

【
施

策
の

内
容

】
評

価

・
青

少
年

の
健

全
育

成
は

、
行

政
だ

け
で

な
く
様

々
な

機
会

、
立

場
に

お
い

て
取

り
組

む
こ

と
が

必
要

で
あ

る
と

と
も

に
、

地
域

社
会

の
人

と
人

と
の

触
れ

合
い

の
中

で
取

り
組

む
こ

と
が

大
切

で
あ

る
。

こ
の

よ
う

な
地

域
で

の
取

り
組

み
や

住
民

の
活

動
に

対
し

、
支

援
す

る
こ

と
に

よ
り

、
時

代
を

担
う

子
ど

も
達

の
育

成
環

境
の

整
備

を
図

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

B

【
こ

れ
ま

で
の

取
組

状
況

】
担

当
課

Ⅰ
家

庭
・
地

域
の

教
育

力
の

向
上

3
青

少
年

教
育

と
健

全
育

成
の

推
進

・
町

内
の

青
少

年
育

成
団

体
（
青

少
年

育
成

三
芳

町
民

会
議

・
子

ど
も

会
育

成
会

・
青

少
年

相
談

員
・
青

少
年

育
成

推
進

員
）
が

実
施

す
る

青
少

年
育

成
町

民
大

会
（
青

少
年

の
主

張
）
を

は
じ

め
、

子
ど

も
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

、
ド

ッ
ヂ

ボ
ー

ル
大

会
、

キ
ャ

ン
プ

の
事

業
に

対
し

、
人

的
・
財

政
的

支
援

を
行

っ
た

。

生
涯

学
習

課

・
実

績
と

成
果

単
位

2
4
年

度
2
5
年

度
2
6
年

度
2
7
年

度
（
目

標
値

）

各
地

区
子

ど
も

会
育

成
会

加
入

率
％

81
82

82
90

事
業

の
回

数
件

6
6

6
6

事
業

の
参

加
者

数
人

8
,7

1
2

8
,9

9
0

9
,3

9
8

8
,8

0
0

【
課

題
と

今
後

の
方

向
性

】

・
青

少
年

の
健

全
育

成
に

対
し

、
行

政
と

住
民

と
の

か
か

わ
り

方
に

変
化

が
見

ら
れ

る
。

こ
れ

ま
で

行
政

区
を

中
心

と
し

た
組

織
単

位
で

各
事

業
を

推
進

し
て

き
た

が
、

子
ど

も
会

育
成

会
に

所
属

し
な

い
子

ど
も

た
ち

も
増

加
の

傾
向

が
見

ら
れ

る
。

今
後

、
開

催
す

る
事

業
内

容
も

含
め

て
、

地
域

で
青

少
年

を
守

り
育

て
る

体
制

を
維

持
す

る
よ

う
支

援
を

続
け

る
必

要
が

あ
る

。
ま

た
、

全
体

的
な

事
業

の
見

直
し

も
含

め
検

討
す

る
こ

と
も

重
要

と
考

え
ら

れ
る

。

2 　 生 き 生 き と 輝 く 学 び の 場

【
平

成
2
6
年

度
の

取
組

み
実

績
】

1
9

・
青

少
年

育
成

町
民

大
会

、
子

ど
も

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル
、

ド
ッ

ジ
ボ

ー
ル

大
会

、
チ

ャ
レ

ン
ジ

ア
ド

ベ
ン

チ
ャ

ー
キ

ャ
ン

プ
、

夏
休

み
映

画
会

、
青

少
年

非
行

防
止

パ
ト

ロ
ー

ル
の

実
施

。

【
評

価
の

理
由

】

・
青

少
年

の
健

全
育

成
の

た
め

に
、

各
種

団
体

の
協

力
を

得
な

が
ら

、
様

々
な

事
業

に
取

り
組

ん
で

い
る

と
こ

ろ
で

は
あ

る
が

、
地

域
全

体
で

青
少

年
を

守
り

育
て

る
効

果
が

十
分

に
上

が
っ

て
い

る
と

は
言

え
な

い
。

【
学

識
経

験
者

の
意

見
】

子
ど

も
た

ち
の

健
全

育
成

の
た

め
に

、
地

域
と

行
政

が
連

携
し

て
取

り
組

む
必

要
性

は
高

ま
っ

て
お

り
、

事
業

へ
の

参
加

者
が

年
々

増
加

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
今

後
一

層
子

ど
も

を
ひ

き
つ

け
る

事
業

を
工

夫
し

継
続

的
に

子
ど

も
の

健
全

育
成

を
行

っ
て

い
く
必

要
が

あ
る

。
ま

た
、

青
少

年
育

成
関

係
団

体
の

組
織

の
在

り
方

や
事

業
の

見
直

し
に

つ
い

て
も

検
討

さ
れ

た
い

。
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【
評

価
基

準
】
A

：
十

分
　

B
：
概

ね
十

分
　

C
：
や

や
不

十
分

　
D

：
不

十
分

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
（
※

『
教

育
振

興
基

本
計

画
』
掲

載
の

指
標

値
は

斜
体

）
基

本
方

針
基

本
目

標
主

要
な

施
策

事
業

内
容

等
総

　
　

　
合

　
　

　
評

　
　

　
価

№

【
施

策
の

内
容

】
評

価

・
住

民
の

主
体

的
な

学
習

へ
の

取
組

を
尊

重
し

な
が

ら
学

習
環

境
の

整
備

を
行

っ
て

い
く
必

要
が

あ
り

、
そ

の
た

め
、

社
会

教
育

で
身

に
付

け
た

成
果

を
社

会
に

還
元

し
、

そ
の

結
果

が
社

会
か

ら
評

価
さ

れ
る

仕
組

み
が

求
め

ら
れ

て
い

る
。

学
校

・
家

庭
・
地

域
の

さ
ら

な
る

連
携

を
推

進
す

る
こ

と
が

大
切

で
あ

り
、

更
に

三
芳

町
の

社
会

教
育

活
動

を
中

心
的

に
担

っ
て

き
た

公
民

館
は

、
多

様
化

す
る

住
民

活
動

（
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
活

動
・
仲

間
づ

く
り

や
趣

味
の

グ
ル

ー
プ

活
動

・
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
・
社

会
参

加
活

動
）
に

対
応

す
る

施
設

と
し

て
新

た
な

設
備

が
必

要
と

な
っ

て
い

る
。

・
大

学
や

団
体

、
Ｎ

Ｐ
Ｏ

、
民

間
事

業
者

等
と

の
連

携
・
協

働
を

推
進

す
る

。

B

【
こ

れ
ま

で
の

取
組

状
況

】
担

当
課

Ⅱ
生

涯
学

習
の

振
興

と
社

会
教

育
の

充
実

1
生

涯
学

習
・
社

会
教

育
の

充
実

・
生

涯
学

習
推

進
の

た
め

の
条

件
整

備
と

し
て

、
青

少
年

・
障

が
い

者
・
高

齢
者

等
、

学
習

機
会

の
少

な
い

方
へ

の
学

習
環

境
の

整
備

を
継

続
的

に
実

施
。

　
①

生
涯

学
習

活
動

促
進

事
業

と
し

て
、

社
会

教
育

委
員

の
活

動
・
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
カ

レ
ッ

ジ
の

展
開

、
②

家
庭

教
育

・
子

育
て

支
援

事
業

と
し

て
、

親
の

学
習

講
座

の
実

施
、

③
週

末
活

動
等

推
進

事
業

と
し

て
、

ジ
ュ

ニ
ア

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

リ
ー

ダ
の

育
成

、
④

青
少

年
健

全
育

成
事

業
と

し
て

、
子

ど
も

育
成

会
や

青
少

年
相

談
員

の
活

動
の

振
興

、
⑤

文
化

振
興

事
業

（
竹

間
沢

車
人

形
公

演
・
文

化
協

会
等

）
、

⑥
学

校
体

育
施

設
開

放
事

業
等

の
推

進
。

生
涯

学
習

課

・
実

績
と

成
果

単
位

2
4
年

度
2
5
年

度
2
6
年

度
2
7
年

度
（
目

標
値

）

事
業

の
回

数
件

2
1

2
2

事
業

の
参

加
者

数
人

1
2
3

1
3
9

1
5
0

1
4
5

【
課

題
と

今
後

の
方

向
性

】

・
「
子

ど
も

大
学

み
よ

し
」
は

2
年

目
と

い
う

こ
と

も
あ

り
、

事
業

運
営

は
順

調
に

進
ん

だ
が

、
地

域
と

の
更

な
る

連
携

の
構

築
等

将
来

を
見

越
し

た
運

営
へ

シ
フ

ト
し

て
い

く
た

め
の

対
策

を
講

じ
る

必
要

が
あ

る
。

・
新

中
央

公
民

館
建

設
に

伴
い

、
上

富
・
北

永
井

の
人

口
の

少
な

い
地

域
で

、
利

用
者

の
拡

大
を

目
指

す
た

め
に

、
音

楽
ス

タ
ジ

オ
や

キ
ッ

チ
ン

ス
タ

ジ
オ

な
ど

の
特

色
あ

る
施

設
を

提
供

す
る

。

2
0

・
新

中
央

公
民

館
の

建
設

に
着

手
。

・
事

業
と

し
て

は
、

継
続

的
に

実
施

し
て

い
る

事
業

の
他

に
、

子
ど

も
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

、
子

ど
も

ド
ッ

ジ
ボ

ー
ル

大
会

、
夏

休
み

探
検

隊
、

ジ
ュ

ニ
ア

リ
ー

ダ
ー

宿
泊

研
修

キ
ャ

ン
プ

な
ど

運
営

協
力

と
事

業
参

加
を

行
っ

た
。

（
成

果
実

績
に

は
キ

ャ
ン

プ
と

夏
休

み
探

検
隊

の
実

績
を

記
入

）

【
評

価
の

理
由

】

・
生

涯
学

習
、

社
会

教
育

推
進

事
業

に
つ

い
て

は
例

年
通

り
事

業
を

実
施

で
き

た
。

・
「
子

ど
も

大
学

み
よ

し
」
は

、
2
年

目
を

向
か

え
、

全
5
回

開
催

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
参

加
者

は
延

べ
1
7
3
名

で
、

応
募

を
超

え
る

申
し

込
み

と
、

ほ
と

ん
ど

の
学

生
が

全
回

参
加

と
い

う
結

果
を

考
え

る
と

子
ど

も
や

保
護

者
の

ニ
ー

ズ
と

期
待

に
は

あ
る

程
度

応
え

る
こ

と
が

で
き

た
。

・
新

中
央

公
民

館
の

建
設

に
伴

う
学

習
環

境
の

整
備

等
を

継
続

し
て

行
う

必
要

が
あ

る
。

【
学

識
経

験
者

の
意

見
】

町
の

生
涯

学
習

は
、

公
民

館
に

登
録

す
る

サ
ー

ク
ル

や
団

体
が

中
心

で
活

発
に

活
動

し
て

い
る

が
、

公
民

館
活

動
を

通
し

て
身

に
付

け
た

成
果

を
社

会
に

還
元

し
、

そ
の

結
果

が
社

会
か

ら
評

価
さ

れ
る

仕
組

み
が

必
要

で
あ

り
、

学
校

・
家

庭
・
地

域
の

さ
ら

な
る

連
携

を
望

む
。

　
ま

た
、

新
中

央
公

民
館

の
開

設
に

よ
り

地
域

に
定

着
し

た
社

会
教

育
活

動
が

充
実

し
、

拡
大

し
て

い
く
こ

と
を

期
待

す
る

。

2 　 生 き 生 き と 輝 く 学 び の 場

【
平

成
2
6
年

度
の

取
組

み
実

績
】
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【
評

価
基

準
】
A

：
十

分
　

B
：
概

ね
十

分
　

C
：
や

や
不

十
分

　
D

：
不

十
分

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
（
※

『
教

育
振

興
基

本
計

画
』
掲

載
の

指
標

値
は

斜
体

）
基

本
方

針
基

本
目

標
主

要
な

施
策

事
業

内
容

等
総

　
　

　
合

　
　

　
評

　
　

　
価

№

【
施

策
の

内
容

】
評

価

・
今

な
お

、
様

々
な

人
権

問
題

が
存

在
し

、
十

分
に

人
権

が
尊

重
さ

れ
て

い
る

社
会

と
は

言
い

切
れ

な
い

こ
と

か
ら

、
人

権
問

題
の

解
決

や
差

別
の

解
消

に
向

け
て

、
社

会
を

構
成

す
る

人
々

が
、

お
互

い
に

個
人

と
し

て
尊

重
し

合
う

社
会

を
実

現
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

、
啓

発
活

動
に

取
り

組
ん

で
い

く
。

B

【
こ

れ
ま

で
の

取
組

状
況

】
担

当
課

Ⅱ
生

涯
学

習
の

振
興

と
社

会
教

育
の

充
実

2
人

権
教

育
の

推
進

・
人

権
教

育
の

推
進

を
基

本
理

念
に

、
人

権
問

題
講

演
会

、
人

権
教

育
実

践
交

流
会

を
実

施
す

る
と

と
も

に
町

内
小

中
学

校
、

児
童

生
徒

か
ら

人
権

啓
発

ポ
ス

タ
ー

・
人

権
標

語
・
人

権
作

文
を

募
集

し
、

「
こ

こ
ろ

の
詩

」
と

し
て

作
品

集
を

刊
行

。

生
涯

学
習

課

・
実

績
と

成
果

単
位

2
4
年

度
2
5
年

度
2
6
年

度
2
7
年

度
（
目

標
値

）

実
施

件
数

件
3

3
3

3

人
権

教
育

研
修

会
・講

座
の

参
加

者
数

人
58

3
62

1
60

1
75

0

【
課

題
と

今
後

の
方

向
性

】

・
新

た
な

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
に

よ
る

人
権

侵
害

等
に

も
、

継
続

し
て

取
り

組
む

こ
と

が
必

要
な

た
め

、
今

後
も

継
続

的
に

行
っ

て
い

く
。

2
1

・
人

権
教

育
・
啓

発
事

業
に

つ
い

て
は

、
継

続
的

に
行

う
こ

と
が

大
事

で
あ

り
、

今
後

事
業

参
加

者
の

さ
ら

な
る

増
加

を
目

指
し

、
内

容
等

を
工

夫
・
改

善
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

2 　 生 き 生 き と 輝 く 学 び の 場

【
平

成
2
6
年

度
の

取
組

み
実

績
】

・
人

権
問

題
講

演
会

、
人

権
教

育
実

践
交

流
会

、
人

権
啓

発
ポ

ス
タ

ー
・
人

権
標

語
・
人

権
作

文
の

募
集

。

【
評

価
の

理
由

】

【
学

識
経

験
者

の
意

見
】

人
権

問
題

や
差

別
の

解
消

に
、

講
演

会
、

研
究

会
、

交
流

会
、

文
集

の
発

行
な

ど
、

あ
ら

ゆ
る

機
会

を
活

用
し

て
、

人
権

感
覚

を
養

う
た

め
の

取
り

組
み

を
継

続
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
よ

り
、

多
く
の

児
童

生
徒

の
参

加
、

地
域

保
護

者
の

参
加

を
得

る
活

動
へ

と
、

実
践

方
法

を
工

夫
す

る
必

要
が

あ
る

。
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【
評

価
基

準
】
A

：
十

分
　

B
：
概

ね
十

分
　

C
：
や

や
不

十
分

　
D

：
不

十
分

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
（
※

『
教

育
振

興
基

本
計

画
』
掲

載
の

指
標

値
は

斜
体

）
基

本
方

針
基

本
目

標
主

要
な

施
策

事
業

内
容

等
総

　
　

　
合

　
　

　
評

　
　

　
価

№

【
施

策
の

内
容

】
評

価

・
公

民
館

を
安

心
・
安

全
で

快
適

な
状

態
で

使
用

し
て

い
く
た

め
、

施
設

や
設

備
の

日
常

的
な

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

を
行

う
と

と
も

に
、

中
長

期
大

規
模

改
修

を
計

画
的

に
進

め
る

。
ま

た
、

火
災

や
地

震
な

ど
の

災
害

に
対

応
し

、
避

難
訓

練
の

実
施

や
対

応
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
整

備
を

す
る

。
・
多

様
化

す
る

住
民

の
活

動
か

ら
発

す
る

課
題

を
捉

え
、

住
民

の
「
学

び
た

い
」

「
知

り
た

い
」
と

い
う

願
い

に
応

え
る

、
充

実
し

た
公

民
館

事
業

を
提

供
す

る
。

・
高

齢
者

の
社

会
参

加
や

学
習

機
会

を
充

実
す

る
た

め
、

高
齢

大
学

を
開

講
す

る
と

共
に

、
興

味
関

心
の

多
様

化
に

応
え

る
新

た
な

教
室

の
開

設
等

に
取

り
組

む
。

A

【
こ

れ
ま

で
の

取
組

状
況

】
担

当
課

Ⅱ
生

涯
学

習
の

振
興

と
社

会
教

育
の

充
実

3
公

民
館

活
動

の
充

実
・
町

内
２

か
所

の
公

民
館

施
設

や
設

備
に

つ
い

て
日

常
的

な
点

検
や

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

を
行

い
、

利
用

者
が

安
心

・
安

全
で

快
適

な
状

態
で

使
用

で
き

る
よ

う
取

り
組

ん
で

き
た

。
・
住

民
の

「
学

び
た

い
」
「
知

り
た

い
」
と

い
う

願
い

に
応

え
る

た
め

、
町

民
文

化
祭

、
コ

ン
サ

ー
ト

・
イ

ベ
ン

ト
、

各
種

教
養

講
座

、
各

種
支

援
事

業
な

ど
に

取
り

組
ん

で
き

た
。

・
高

齢
大

学
を

開
講

し
、

公
民

館
別

に
教

室
を

設
置

し
て

、
高

齢
者

の
学

習
機

会
の

充
実

に
取

り
組

ん
で

き
た

。

公
民

館

・
実

績
と

成
果

単
位

2
4
年

度
2
5
年

度
2
6
年

度
2
7
年

度
（
目

標
値

）

公
民

館
利

用
者

数
人

99
,7

64
98

,3
77

10
5,

19
2

12
0,

00
0

公
民

館
事

業
年

間
実

施
回

数
回

20
4

20
5

28
0

24
0

【
課

題
と

今
後

の
方

向
性

】

・
建

物
や

設
備

の
経

年
劣

化
に

対
応

す
る

た
め

に
修

繕
計

画
を

立
て

、
取

り
組

ん
で

い
く
必

要
が

あ
る

。
・
地

域
情

勢
の

変
化

や
住

民
の

高
齢

化
に

よ
り

、
ニ

ー
ズ

も
変

化
し

て
い

る
。

時
代

に
即

し
た

課
題

を
捉

え
、

柔
軟

な
姿

勢
で

対
応

し
て

い
く
必

要
が

あ
る

。
・
高

齢
者

人
口

の
増

加
に

加
え

、
志

向
の

多
様

化
に

対
応

し
た

学
習

内
容

や
学

習
シ

ス
テ

ム
を

構
築

す
る

必
要

が
あ

る
。

・
「
公

民
館

運
営

基
本

方
針

」
を

礎
に

、
今

後
豊

か
な

地
域

づ
く
り

を
め

ざ
し

公
民

館
事

業
を

展
開

し
て

い
く
。

　
・
公

民
館

運
営

審
議

会
よ

り
答

申
が

で
て

い
る

使
用

料
の

減
免

規
定

に
つ

い
て

検
討

し
て

い
く
。

2
2

・
公

民
館

の
設

置
及

び
管

理
に

関
す

る
条

例
で

施
設

使
用

料
及

び
施

行
規

則
で

備
品

使
用

料
の

一
部

改
正

を
し

た
。

・
新

中
央

公
民

館
の

開
館

に
備

え
備

品
等

を
整

備
。

・
マ

ン
ス

リ
ー

・
ス

ク
エ

ア
ー

、
町

民
文

化
祭

、
歴

史
講

座
、

日
本

語
教

室
、

パ
ソ

コ
ン

な
ん

で
も

相
談

室
、

体
験

事
業

子
ど

も
体

験
事

業
、

そ
の

他
、

各
種

事
業

に
取

り
組

ん
だ

。
・
高

齢
大

学
（
藤

久
保

・
中

央
・
竹

間
沢

教
室

）
を

開
講

し
高

齢
者

計
２

１
５

名
の

学
習

と
交

流
の

場
所

づ
く
り

に
取

り
組

ん
だ

。

【
評

価
の

理
由

】

・
建

物
、

設
備

に
つ

い
て

は
、

定
期

点
検

や
必

要
に

応
じ

た
修

繕
等

を
行

っ
て

お
り

、
安

心
・
安

全
で

快
適

な
状

態
で

利
用

者
に

提
供

し
た

。
・
竹

間
沢

公
民

館
の

マ
ン

ス
リ

ー
ス

ク
ウ

ェ
ア

に
お

い
て

は
、

企
画

か
ら

運
営

ま
で

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

と
の

協
働

で
実

施
し

、
さ

ら
に

入
場

者
ア

ン
ケ

ー
ト

に
よ

り
新

た
な

協
力

者
の

参
加

を
働

き
か

け
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
輪

の
広

が
り

を
図

っ
た

。
・
高

齢
大

学
に

つ
い

て
は

、
中

央
・
藤

久
保

・
竹

間
沢

の
３

教
室

を
開

講
し

、
全

地
域

の
高

齢
住

民
に

対
し

て
、

引
き

続
き

自
主

的
な

学
習

機
会

と
交

流
場

所
の

提
供

を
行

っ
た

。

【
学

識
経

験
者

の
意

見
】

公
民

館
は

、
地

域
住

民
の

主
体

的
な

活
動

を
育

成
し

支
援

し
て

い
く
こ

と
が

求
め

ら
れ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

積
極

的
に

住
民

参
加

の
活

動
を

推
進

し
て

い
く
こ

と
が

大
切

で
あ

る
。

ま
た

、
「
公

民
館

運
営

基
本

方
針

」
が

作
成

さ
れ

、
新

中
央

公
民

館
と

と
も

に
、

今
後

の
地

域
に

根
ざ

し
た

公
民

館
運

営
が

展
開

さ
れ

て
い

く
こ

と
を

期
待

す
る

。
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【
平

成
2
6
年

度
の

取
組

み
実

績
】
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【
評

価
基

準
】
A

：
十

分
　

B
：
概

ね
十

分
　

C
：
や

や
不

十
分

　
D

：
不

十
分

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
（
※

『
教

育
振

興
基

本
計

画
』
掲

載
の

指
標

値
は

斜
体

）
基

本
方

針
基

本
目

標
主

要
な

施
策

事
業

内
容

等
総

　
　

　
合

　
　

　
評

　
　

　
価

№

【
施

策
の

内
容

】
評

価

・
町

民
の

豊
か

な
読

書
生

活
を

保
障

し
、

地
域

の
情

報
拠

点
と

し
て

よ
く
利

用
さ

れ
る

図
書

館
を

目
指

し
、

新
鮮

で
魅

力
あ

る
蔵

書
を

バ
ラ

ン
ス

良
く
整

備
す

る
。

・
平

成
2
3
年

策
定

の
「
三

芳
町

子
ど

も
読

書
活

動
推

進
計

画
」
に

基
づ

き
、

子
ど

も
た

ち
に

読
書

の
喜

び
を

伝
え

る
動

機
づ

け
事

業
を

積
極

的
に

実
施

す
る

。
・
子

ど
も

読
書

を
推

進
す

る
た

め
読

書
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
を

学
校

や
町

全
域

に
養

成
し

、
そ

の
活

動
を

支
援

し
連

携
の

体
制

づ
く
り

を
図

る
。

A

【
こ

れ
ま

で
の

取
組

状
況

】
担

当
課

Ⅱ
生

涯
学

習
の

振
興

と
社

会
教

育
の

充
実

4
図

書
館

サ
ー

ビ
ス

の
充

実

＜
平

成
2
4
年

、
2
5
年

度
＞

・
的

確
な

資
料

収
集

と
不

要
図

書
廃

棄
で

魅
力

の
あ

る
蔵

書
を

構
築

。
/
・
館

内
の

子
ど

も
読

書
動

機
付

け
事

業
（
0
歳

親
子

か
ら

小
学

６
年

生
へ

の
読

み
聞

か
せ

、
語

り
、

推
薦

図
書

紹
介

等
）
/
・
子

ど
も

読
書

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

事
業

（
学

校
ブ

ッ
ク

ト
ー

ク
訪

問
、

保
育

所
お

話
会

、
子

育
て

支
援

セ
ン

タ
ー

絵
本

講
座

等
）
/
・
子

ど
も

読
書

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

養
成

事
業

（
主

催
講

演
会

や
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
研

修
会

、
学

校
や

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

団
等

へ
講

師
派

遣
/
・
ブ

ッ
ク

ス
タ

ー
ト

（
4
か

月
児

）
、

ブ
ッ

ク
ス

タ
ー

ト
プ

ラ
ス

（
2
歳

6
か

月
児

）
。

/
・
一

般
読

書
動

機
付

け
事

業
（
大

人
の

た
め

の
図

書
館

講
座

）
/
・
一

般
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
事

業
（
民

家
で

夜
語

り
、

太
陽

の
家

お
話

訪
問

）
/
・
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

予
約

サ
ー

ビ
ス

を
町

在
住

・
在

勤
利

用
者

対
象

に
開

始
し

た
。

図
書

館

・
実

績
と

成
果

単
位

2
4
年

度
2
5
年

度
2
6
年

度
2
7
年

度
（
目

標
値

）

人
口

1人
あ

た
り

の
貸

し
出

し
冊

数
冊

13
.2

7
12

.6
6

12
.3

3
15

.5
0

予
約

件
数

回
29

,1
61

30
,3

72
30

,9
42

35
,0

00

子
ど

も
1人

あ
た

り
の

貸
出

冊
数

冊
18

.8
1

18
.6

8
18

.8
7

20
.5

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
登

録
人

数
人

36
35

34
45

読
書

活
動

推
進

事
業

開
催

回
数

回
2
8
5

2
7
8

2
8
2

3
0
1

指
標

を
数

値
化

す
る

こ
と

が
困

難
な

事
業

の
客

観
的

効
果

や
目

標

【
課

題
と

今
後

の
方

向
性

】

・
町

内
読

書
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

養
成

が
で

き
る

職
員

（
司

書
）
の

育
成

を
継

続
的

に
行

う
。

/
・
図

書
館

で
町

内
読

書
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

活
動

を
把

握
・
支

援
し

、
町

全
域

で
の

活
用

を
促

進
さ

せ
る

。
/
・
大

人
の

た
め

の
図

書
館

講
座

は
、

一
般

サ
ー

ビ
ス

を
担

う
専

門
職

員
の

育
成

を
図

り
な

が
ら

今
後

は
、

更
な

る
利

用
増

加
が

見
込

ま
れ

る
高

齢
者

に
も

魅
力

の
あ

る
内

容
と

し
て

い
く
。

/
・
図

書
館

か
ら

離
れ

て
い

る
上

富
地

区
、

北
永

井
地

区
の

町
民

の
声

を
受

け
、

配
本

所
サ

ー
ビ

ス
の

充
実

を
目

標
と

し
て

検
討

す
る

。
/
人

々
の

読
書

離
れ

の
傾

向
は

顕
著

で
あ

り
、

全
国

統
計

結
果

か
ら

も
貸

出
冊

数
増

加
に

は
限

界
を

感
じ

る
。

町
民

に
親

し
ま

れ
る

図
書

館
と

し
て

、
目

標
に

、
「
利

用
者

数
（
貸

出
者

＋
講

座
参

加
者

＋
閲

覧
者

）
増

加
」
を

加
え

る
こ

と
を

検
討

し
て

い
る

。

2 　 生 き 生 き と 輝 く 学 び の 場

【
平

成
2
6
年

度
の

取
組

み
実

績
】

2
3

・
平

成
2
4
､2

5
年

度
事

業
を

す
べ

て
継

続
実

施
。

・
基

本
図

書
の

計
画

的
買

い
換

え
で

資
料

の
充

実
を

図
っ

た
/
・
図

書
館

主
催

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

講
座

、
m

e
n
's

読
み

聞
か

せ
講

座
の

実
施

。
/
・
講

師
派

遣
サ

ー
ビ

ス
（
学

校
、

地
域

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

団
体

等
へ

）
の

周
知

。
/
・
子

ど
も

動
機

付
け

事
業

(お
話

会
、

ブ
ッ

ク
ト

ー
ク

、
ブ

ッ
ク

ス
タ

ー
ト

、
ブ

ッ
ク

ス
タ

ー
ト

プ
ラ

ス
）
の

担
当

職
員

・
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

内
部

研
修

を
強

化
し

質
の

向
上

を
図

っ
た

。
/
・
絵

本
作

家
講

演
会

の
実

施
/
・
大

人
の

た
め

の
図

書
館

講
座

等
、

一
般

対
象

事
業

を
充

実
さ

せ
た

。
/
・
3
歳

以
上

向
け

ぐ
り

ぐ
ら

タ
イ

ム
の

開
催

を
平

日
か

ら
日

曜
日

に
変

え
た

こ
と

で
子

ど
も

連
れ

父
親

の
参

加
が

増
え

た
。

【
評

価
の

理
由

】
・
本

が
苦

手
で

図
書

館
に

来
な

い
子

ど
も

へ
の

働
き

か
け

と
し

て
、

「
学

校
ブ

ッ
ク

ト
ー

ク
訪

問
」
や

他
機

関
と

連
携

し
た

動
機

づ
け

事
業

を
積

極
的

・
継

続
的

に
展

開
さ

せ
成

果
を

上
げ

て
い

る
。

/
・
学

校
や

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

主
催

研
修

会
に

職
員

を
講

師
派

遣
。

専
門

司
書

に
よ

る
講

習
会

を
無

料
開

催
で

き
る

環
境

を
作

り
、

読
書

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

育
成

、
子

育
て

支
援

に
貢

献
し

て
い

る
。

/
・
常

に
事

業
実

施
状

況
を

精
査

し
、

内
容

改
善

を
図

っ
て

い
る

。
/
・
住

民
の

ニ
ー

ズ
を

と
ら

え
て

新
規

事
業

を
開

設
し

成
果

を
上

げ
て

い
る

（
大

人
の

た
め

の
図

書
館

講
座

等
）
。

/
・
児

童
対

象
事

業
は

大
人

（
子

育
て

世
代

）
の

図
書

館
利

用
促

進
に

役
立

っ
て

い
る

。
/
・
ブ

ッ
ク

ス
タ

ー
ト

、
ブ

ッ
ク

ス
タ

ー
ト

プ
ラ

ス
は

、
子

育
て

支
援

に
も

貢
献

し
て

い
る

。

・
町

民
に

よ
く
利

用
さ

れ
る

施
設

に
す

る
。

（
貸

出
冊

数
に

反
映

し
な

い
館

内
閲

覧
の

み
の

利
用

者
も

多
い

。
）

・
利

用
さ

れ
る

図
書

の
質

の
向

上
を

図
る

。
（
重

厚
な

図
書

を
読

み
終

え
る

に
は

時
間

が
か

か
り

、
貸

出
冊

数
は

減
る

。
）

・
事

業
の

質
を

高
め

実
施

効
果

を
上

げ
る

。
（
少

人
数

制
事

業
に

す
る

と
満

足
度

は
上

が
る

が
、

参
加

者
数

は
減

る
。

）

【
学

識
経

験
者

の
意

見
】

町
民

の
豊

か
な

読
書

活
動

を
支

え
る

た
め

、
多

様
な

ニ
ー

ズ
に

応
え

な
が

ら
、

創
意

工
夫

の
あ

る
図

書
館

活
動

を
展

開
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

今
後

も
、

図
書

館
職

員
の

質
の

向
上

と
専

門
職

員
を

育
成

し
、

よ
り

一
層

的
確

な
選

書
と

レ
フ

ァ
レ

ン
ス

サ
ー

ビ
ス

の
向

上
を

期
待

す
る

。
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【
評

価
基

準
】
A

：
十

分
　

B
：
概

ね
十

分
　

C
：
や

や
不

十
分

　
D

：
不

十
分

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
（
※

『
教

育
振

興
基

本
計

画
』
掲

載
の

指
標

値
は

斜
体

）
基

本
方

針
基

本
目

標
主

要
な

施
策

事
業

内
容

等
総

　
　

　
合

　
　

　
評

　
　

　
価

№

【
施

策
の

内
容

】
評

価

・
身

近
で

ス
ポ

ー
ツ

活
動

が
で

き
る

よ
う

に
、

各
種

ス
ポ

ー
ツ

教
室

や
イ

ベ
ン

ト
の

開
催

な
ど

、
ス

ポ
ー

ツ
・
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
活

動
の

普
及

と
促

進
事

業
を

展
開

す
る

。
A

【
こ

れ
ま

で
の

取
組

状
況

】
担

当
課

Ⅲ
生

涯
ス

ポ
ー

ツ
の

推
進

1
ス

ポ
ー

ツ
推

進
と

健
康

増
進

・
広

報
活

動
の

実
施

。
・
ニ

ュ
ー

ス
ポ

ー
ツ

大
会

の
実

施
。

・
各

種
ス

ポ
ー

ツ
教

室
の

実
施

。
・
健

康
・
体

力
測

定
会

の
継

続
的

な
実

施
。

生
涯

学
習

課

・
実

績
と

成
果

単
位

2
4
年

度
2
5
年

度
2
6
年

度
2
7
年

度
（
目

標
値

）

ス
ポ

ー
ツ

・レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

大
会

等
の

参
加

率
％

0.
7

0.
9

0.
8

3.
0

大
会

・
教

室
開

催
件

数
件

1
8

1
4

1
4

2
0

大
会

・
教

室
参

加
人

数
人

5
7
,8

1
7

6
3
,8

1
9

7
4
,0

0
5

6
0
,0

0
0

【
課

題
と

今
後

の
方

向
性

】

・
ニ

ュ
ー

ス
ポ

ー
ツ

大
会

の
参

加
者

が
減

少
傾

向
に

あ
る

た
め

、
広

報
活

動
等

の
見

直
し

を
含

め
、

新
た

な
種

目
等

の
企

画
を

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。

・
住

民
ニ

ー
ズ

に
あ

っ
た

魅
力

あ
る

プ
ロ

グ
ラ

ム
等

の
検

討
が

必
要

が
あ

る
。

・
最

終
年

度
を

迎
え

る
指

定
管

理
者

に
対

す
る

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

及
び

事
業

評
価

等
の

総
括

。
・
来

年
度

は
ジ

ュ
ニ

ア
ハ

ン
ド

ボ
ー

ル
教

室
の

継
続

と
み

よ
し

ジ
ュ

ニ
ア

ハ
ン

ド
ボ

ー
ル

チ
ー

ム
を

結
成

し
、

更
な

る
レ

ベ
ル

ア
ッ

プ
、

女
子

チ
ー

ム
の

結
成

及
び

対
外

試
合

の
勝

利
を

目
指

す
。

2 　 生 き 生 き と 輝 く 学 び の 場

【
平

成
2
6
年

度
の

取
組

み
実

績
】

2
4

・
み

よ
し

の
ス

ポ
ー

ツ
施

設
・
ス

ポ
ー

ツ
行

事
予

定
表

の
作

成
配

布
。

・
み

よ
し

ジ
ュ

ニ
ア

ハ
ン

ド
ボ

ー
ル

チ
ー

ム
結

成
及

び
ジ

ュ
ニ

ア
ハ

ン
ド

ボ
ー

ル
教

室
の

実
施

。
・
健

康
・
体

力
測

定
会

の
開

催
。

【
評

価
の

理
由

】

・
平

成
2
2
年

度
よ

り
体

育
施

設
の

指
定

管
理

者
制

度
に

移
行

し
、

平
成

2
6
年

度
は

指
定

管
理

期
間

5
年

の
最

終
年

度
と

な
る

。
指

定
管

理
者

の
各

種
自

主
事

業
が

実
施

さ
れ

て
お

り
、

そ
れ

ら
の

充
実

が
図

ら
れ

て
い

る
。

・
平

成
2
4
年

度
よ

り
教

育
委

員
会

、
指

定
管

理
者

、
地

元
企

業
3
者

の
協

働
に

よ
り

、
ジ

ュ
ニ

ア
ハ

ン
ド

ボ
ー

ル
教

室
を

開
催

す
る

と
と

も
に

、
み

よ
し

ジ
ュ

ニ
ア

ハ
ン

ド
ボ

ー
ル

チ
ー

ム
を

結
成

し
、

更
な

る
レ

ベ
ル

ア
ッ

プ
を

目
指

し
て

い
る

。
・
健

康
・
体

力
測

定
会

を
実

施
、

毎
年

継
続

し
て

の
開

催
で

1
9
6
人

の
参

加
者

が
あ

っ
た

。

【
学

識
経

験
者

の
意

見
】

高
齢

化
が

進
む

住
民

の
健

康
増

進
は

、
地

域
と

連
携

し
て

身
近

で
で

き
る

ス
ポ

ー
ツ

教
室

や
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
活

動
を

実
施

し
、

健
康

づ
く
り

に
つ

な
が

る
事

業
を

展
開

し
て

い
く
こ

と
を

望
む

。
ジ

ュ
ニ

ア
ハ

ン
ド

ボ
ー

ル
教

室
、

健
康

・
体

力
測

定
会

等
に

多
く
の

町
民

が
参

加
で

き
て

い
る

こ
と

か
ら

、
今

後
も

町
民

が
参

加
し

た
く
な

る
事

業
に

取
り

組
ん

で
い

た
だ

き
た

い
。
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【
評

価
基

準
】
A

：
十

分
　

B
：
概

ね
十

分
　

C
：
や

や
不

十
分

　
D

：
不

十
分

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
（
※

『
教

育
振

興
基

本
計

画
』
掲

載
の

指
標

値
は

斜
体

）
基

本
方

針
基

本
目

標
主

要
な

施
策

事
業

内
容

等
総

　
　

　
合

　
　

　
評

　
　

　
価

№

【
施

策
の

内
容

】
評

価

・
施

設
を

最
適

な
状

態
に

保
つ

こ
と

に
よ

り
、

安
全

で
良

好
な

利
用

に
供

す
る

。
・
小

中
学

校
の

体
育

施
設

（
校

庭
・
体

育
館

・
柔

剣
道

場
）
を

開
放

す
る

こ
と

に
よ

り
、

身
近

な
ス

ポ
ー

ツ
・
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
活

動
の

場
と

し
て

、
生

涯
ス

ポ
ー

ツ
の

推
進

に
寄

与
す

る
。

A

【
こ

れ
ま

で
の

取
組

状
況

】
担

当
課

Ⅲ
生

涯
ス

ポ
ー

ツ
の

推
進

2
ス

ポ
ー

ツ
施

設
の

整
備

充
実

・
平

成
2
2
年

度
か

ら
体

育
施

設
の

指
定

管
理

者
制

度
の

実
施

。
・
指

定
管

理
者

と
の

協
議

に
よ

る
施

設
修

繕
等

の
調

整
及

び
利

用
者

ニ
ー

ズ
に

よ
る

施
設

の
整

備
他

。
・
学

校
開

放
運

営
委

員
会

の
開

催
。

・
学

校
開

放
利

用
団

体
登

録
及

び
利

用
調

整
会

の
開

催
。

・
学

校
開

放
管

理
用

品
の

調
査

、
整

備
。

生
涯

学
習

課

・
実

績
と

成
果

単
位

2
4
年

度
2
5
年

度
2
6
年

度
2
7
年

度
（
目

標
値

）

％
（屋

内
）

68
.3

3
67

.2
5

71
.6

2
65

％
（屋

外
）

58
.5

9
58

.2
5

59
.2

5
45

学
校

開
放

利
用

時
間

時
間

9
,6

8
4

8
,8

7
0

7
,9

2
3

1
2
,0

0
0

【
課

題
と

今
後

の
方

向
性

】

・
指

定
管

理
者

に
対

す
る

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

及
び

事
業

評
価

等
が

課
題

で
あ

る
。

・
学

校
行

事
等

に
よ

り
調

整
が

難
し

い
場

合
が

あ
る

た
め

、
学

校
単

位
に

よ
る

開
放

事
業

実
施

の
検

討
が

必
要

で
あ

る
。

・
全

校
で

実
施

さ
れ

、
日

常
的

な
利

用
が

さ
れ

て
い

る
。

今
後

は
、

地
域

に
開

か
れ

た
学

校
運

営
を

踏
ま

え
、

各
学

校
管

理
下

に
よ

る
開

放
事

業
の

検
討

が
必

要
で

あ
る

。

体
育

施
設

の
利

用
率

2 　 生 き 生 き と 輝 く 学 び の 場

【
平

成
2
6
年

度
の

取
組

み
実

績
】

2
5

・
総

合
体

育
館

ア
リ

ー
ナ

床
修

繕
工

事
。

・
総

合
体

育
館

武
道

場
床

修
繕

工
事

。
・
運

動
公

園
グ

ラ
ウ

ン
ド

ピ
ッ

チ
ャ

ー
プ

レ
ー

ト
取

替
工

事
。

・
運

動
公

園
グ

ラ
ウ

ン
ド

サ
ッ

カ
ー

ゴ
ー

ル
修

繕
。

・
学

校
開

放
日

程
調

整
等

業
務

委
託

。
（
年

間
調

整
及

び
月

次
調

整
会

）

【
評

価
の

理
由

】

・
指

定
管

理
者

に
よ

る
一

定
水

準
の

管
理

運
営

で
、

施
設

の
高

い
利

用
率

を
維

持
し

て
い

る
。

・
学

校
開

放
は

利
用

者
が

多
く
、

住
民

の
身

近
な

ス
ポ

ー
ツ

・
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
活

動
の

場
と

し
て

、
十

分
役

立
っ

て
い

る
。

・
体

育
施

設
指

定
管

理
者

と
の

学
校

開
放

日
程

調
整

等
業

務
委

託
に

よ
り

、
利

用
者

の
利

便
性

の
向

上
と

行
政

の
ス

リ
ム

化
が

図
ら

れ
て

い
る

。

【
学

識
経

験
者

の
意

見
】

町
内

に
は

多
様

な
ス

ポ
ー

ツ
施

設
が

あ
り

、
そ

こ
で

様
々

な
ス

ポ
ー

ツ
事

業
が

展
開

さ
れ

、
施

設
の

高
い

利
用

率
が

維
持

さ
れ

て
い

る
こ

と
は

望
ま

し
い

。
ス

ポ
ー

ツ
施

設
が

最
適

な
状

態
に

保
た

れ
、

高
い

利
用

率
を

維
持

し
て

い
る

こ
と

は
、

地
域

住
民

が
ス

ポ
ー

ツ
に

親
し

む
た

め
に

大
切

で
あ

り
、

継
続

す
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
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【
評

価
基

準
】
A

：
十

分
　

B
：
概

ね
十

分
　

C
：
や

や
不

十
分

　
D

：
不

十
分

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
（
※

『
教

育
振

興
基

本
計

画
』
掲

載
の

指
標

値
は

斜
体

）
基

本
方

針
基

本
目

標
主

要
な

施
策

事
業

内
容

等
総

　
　

　
合

　
　

　
評

　
　

　
価

№

【
施

策
の

内
容

】
評

価

・
ス

ポ
ー

ツ
に

対
す

る
正

し
い

理
解

と
普

及
啓

発
を

す
る

こ
と

に
よ

り
、

ス
ポ

ー
ツ

事
故

の
防

止
と

多
く
の

町
民

に
ス

ポ
ー

ツ
の

普
及

を
促

進
し

、
生

涯
ス

ポ
ー

ツ
の

振
興

を
図

る
。

・
ス

ポ
ー

ツ
推

進
委

員
及

び
各

種
ス

ポ
ー

ツ
指

導
者

の
資

質
の

向
上

を
図

る
。

・
体

育
協

会
及

び
体

育
協

会
に

加
盟

す
る

各
種

競
技

団
体

、
地

域
ク

ラ
ブ

を
育

成
・
支

援
し

団
体

相
互

の
交

流
を

促
す

。

A

【
こ

れ
ま

で
の

取
組

状
況

】
担

当
課

Ⅲ
生

涯
ス

ポ
ー

ツ
の

推
進

3
ス

ポ
ー

ツ
指

導
者

の
養

成
と

団
体

支
援

・
ス

ポ
ー

ツ
推

進
委

員
及

び
ス

ポ
ー

ツ
指

導
者

の
各

種
研

修
会

等
へ

の
参

加
。

・
ス

ポ
ー

ツ
推

進
委

員
連

絡
協

議
会

へ
の

団
体

補
助

金
の

交
付

。
・
各

種
ス

ポ
ー

ツ
指

導
者

に
よ

る
初

心
者

育
成

な
ど

各
種

教
室

の
実

施
。

・
体

育
協

会
へ

の
補

助
金

の
交

付
。

生
涯

学
習

課

・
実

績
と

成
果

単
位

2
4
年

度
2
5
年

度
2
6
年

度
2
7
年

度
（
目

標
値

）

各
種

研
修

会
等

の
件

数
件

6
7

9
6

各
種

研
修

会
等

参
加

者
数

人
2
8

4
0

6
9

3
0

【
課

題
と

今
後

の
方

向
性

】

・
計

画
的

な
指

導
者

養
成

に
向

け
た

事
業

展
開

を
協

議
・
検

討
し

て
い

る
。

・
独

自
の

指
導

者
養

成
研

修
等

の
実

施
・
推

進
に

よ
り

、
積

極
的

に
新

た
な

指
導

者
の

発
掘

が
求

め
ら

れ
る

。
・
体

育
協

会
の

自
立

に
向

け
た

財
政

基
盤

の
確

立
及

び
補

助
金

の
見

直
し

、
事

業
委

託
へ

の
検

討
が

必
要

で
あ

る
。

【
学

識
経

験
者

の
意

見
】

ス
ポ

ー
ツ

指
導

者
養

成
は

、
指

導
者

養
成

講
座

や
研

修
会

に
積

極
的

に
参

加
さ

せ
た

り
開

催
し

て
、

研
修

終
了

者
を

指
導

者
と

し
て

認
知

す
る

シ
ス

テ
ム

を
確

立
す

る
必

要
が

あ
る

。
ま

た
、

町
内

の
ス

ポ
ー

ツ
指

導
者

の
登

録
と

活
用

に
つ

い
て

も
検

討
さ

れ
た

い
。

2 　 生 き 生 き と 輝 く 学 び の 場

【
平

成
2
6
年

度
の

取
組

み
実

績
】

2
6

・
全

国
・
関

東
・
埼

玉
県

・
入

間
地

区
ス

ポ
ー

ツ
推

進
委

員
研

究
大

会
等

へ
の

参
加

。
・
埼

玉
県

ス
ポ

ー
ツ

リ
ー

ダ
ー

研
修

会
等

へ
の

参
加

。
・
ス

ポ
ー

ツ
少

年
団

認
定

員
養

成
講

習
会

等
へ

の
参

加
。

【
評

価
の

理
由

】

・
ス

ポ
ー

ツ
推

進
委

員
に

対
す

る
研

修
会

な
ど

、
指

導
者

養
成

が
行

わ
れ

て
い

る
が

、
委

員
の

出
席

率
の

向
上

を
は

か
る

必
要

が
あ

る
。

・
ス

ポ
ー

ツ
推

進
委

員
の

関
わ

る
教

室
・
大

会
に

つ
い

て
は

、
ニ

ュ
ー

ス
ポ

ー
ツ

の
普

及
発

展
、

定
着

に
成

果
が

あ
が

っ
て

い
る

。
・
各

種
ス

ポ
ー

ツ
指

導
者

に
よ

る
教

室
等

の
実

施
に

よ
り

競
技

者
の

育
成

及
び

競
技

人
口

の
拡

大
が

図
ら

れ
て

い
る

。
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【
評

価
基

準
】
A

：
十

分
　

B
：
概

ね
十

分
　

C
：
や

や
不

十
分

　
D

：
不

十
分

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
（
※

『
教

育
振

興
基

本
計

画
』
掲

載
の

指
標

値
は

斜
体

）
基

本
方

針
基

本
目

標
主

要
な

施
策

事
業

内
容

等
総

　
　

　
合

　
　

　
評

　
　

　
価

№

【
施

策
の

内
容

】
評

価

・
指

定
文

化
財

の
保

護
・
拡

充
。

・
三

富
関

連
事

業
の

推
進

。
・
遺

跡
の

保
護

と
調

査
研

究
の

推
進

。
・
文

化
財

の
活

用
と

郷
土

学
習

の
推

進
。

・
資

料
館

活
動

の
充

実
。

A

【
こ

れ
ま

で
の

取
組

状
況

】
担

当
課

Ⅳ
文

化
財

の
保

護
と

郷
土

学
習

の
推

進
・
三

芳
町

の
貴

重
な

文
化

財
の

価
値

を
明

ら
か

に
し

、
三

芳
町

の
歴

史
や

文
化

を
正

し
く
理

解
す

る
た

め
に

、
特

に
重

要
な

も
の

を
指

定
し

、
保

護
措

置
を

講
じ

て
き

た
。

・
旧

島
田

家
住

宅
や

資
料

館
で

は
、

文
化

財
を

活
用

し
た

体
験

学
習

（
ジ

ュ
ニ

ア
三

富
塾

・
土

曜
体

験
）
な

ど
を

行
う

と
と

も
に

、
町

内
に

限
ら

ず
小

中
学

校
と

連
携

し
、

社
会

科
見

学
の

受
け

入
れ

を
行

っ
た

。
・
遺

跡
の

保
護

に
つ

い
て

は
、

開
発

に
際

し
て

の
事

前
協

議
や

問
い

合
わ

せ
へ

の
対

応
を

迅
速

に
行

い
、

遺
跡

の
周

知
を

図
る

と
と

も
に

保
護

意
識

の
向

上
に

努
め

た
。

文
化

財
保

護
課

・
実

績
と

成
果

単
位

2
4
年

度
2
5
年

度
2
6
年

度
2
7
年

度
（
目

標
値

）

旧
島

田
家

住
宅

及
び

三
富

新
田

見
学

者
人

5,
55

1
6,

06
9

6,
51

8
6,

20
0

資
料

館
年

間
見

学
者

数
人

6
,3

8
9

5
,6

9
9

5
,7

5
3

6
,0

0
0

【
課

題
と

今
後

の
方

向
性

】

・
地

域
文

化
の

再
認

識
や

創
造

に
寄

与
す

る
た

め
、

地
域

の
歴

史
や

文
化

を
様

々
な

手
法

で
発

信
す

る
と

と
も

に
、

生
涯

学
習

や
社

会
教

育
の

ニ
ー

ズ
に

応
え

る
学

習
資

料
を

充
実

す
る

。
・
文

化
財

の
保

存
や

調
査

研
究

を
充

実
さ

せ
、

成
果

を
活

か
し

た
展

示
・
事

業
を

実
施

す
る

。
・
発

掘
調

査
体

制
の

整
備

、
調

査
精

度
の

向
上

、
調

査
成

果
の

還
元

等
更

な
る

充
実

を
図

る
。

・
町

民
の

地
域

ア
イ

デ
ン

テ
ィ

テ
ィ

ー
の

確
立

や
、

郷
土

に
誇

り
を

持
ち

町
を

大
切

に
す

る
人

づ
く
り

や
町

の
イ

メ
ー

ジ
ア

ッ
プ

に
つ

な
が

る
資

料
館

活
動

を
充

実
さ

せ
る

。

【
学

識
経

験
者

の
意

見
】

地
域

の
特

色
と

な
る

指
定

文
化

財
や

遺
跡

，
歴

史
的

資
料

の
保

全
，

保
護

意
識

を
，

町
全

体
と

し
て

高
め

る
た

め
の

取
り

組
み

を
今

後
も

継
続

し
て

い
く
事

を
期

待
す

る
。

ま
た

、
小

中
学

校
と

の
連

携
を

図
り

、
社

会
科

見
学

な
ど

を
受

け
入

れ
て

い
る

こ
と

も
、

町
の

文
化

を
児

童
生

徒
に

理
解

さ
せ

る
良

い
機

会
に

な
っ

て
い

る
。

2 　 生 き 生 き と 輝 く 学 び の 場

【
平

成
2
6
年

度
の

取
組

み
実

績
】

2
7

・
埋

蔵
文

化
財

試
掘

確
認

調
査

7
カ

所
（
1
1
,6

9
3
㎡

）
・
発

掘
調

査
6
ヵ

所
（
5
,0

0
0
㎡

）
・
落

ち
葉

掃
き

、
苗

床
づ

く
り

、
さ

つ
ま

い
も

大
学

の
実

施
。

・
三

富
新

田
社

会
科

見
学

2
0
校

1
,5

6
4
名

（
旧

島
田

家
・
屋

上
）

・
昔

の
く
ら

し
体

験
等

社
会

科
見

学
9
校

6
5
1
名

（
資

料
館

）
・
郷

土
芸

能
保

持
団

体
へ

の
助

言
と

支
援

。
（
体

験
教

室
の

開
催

・
発

表
会

の
実

施
）

【
評

価
の

理
由

】
1 2 3 4

文
化

財
保

護
の

推
進

遺
跡

の
保

護
と

調
査

研
究

の
推

進 文
化

財
の

活
用

と
郷

土
学

習
の

推
進

資
料

館
活

動
の

充
実

・
指

定
文

化
財

の
管

理
者

や
保

持
団

体
ヘ

の
働

き
か

け
や

支
援

が
継

続
的

に
行

わ
れ

、
散

逸
等

の
防

止
や

後
継

者
育

成
へ

の
取

り
組

み
に

成
果

が
認

め
ら

れ
る

。
・
県

指
定

旧
跡

「
三

富
新

田
地

割
遺

跡
」
の

現
状

変
更

届
提

出
に

伴
い

開
発

者
・
住

民
へ

の
周

知
・
啓

発
活

動
が

継
続

的
に

行
わ

れ
て

い
る

。
・
旧

島
田

家
住

宅
が

日
常

開
館

さ
れ

保
存

と
活

用
が

バ
ラ

ン
ス

よ
く

維
持

さ
れ

て
い

る
。

・
企

画
展

を
開

催
し

、
資

料
と

町
民

を
結

び
つ

け
る

活
動

が
行

わ
れ

て
い

る
。

・
子

ど
も

向
け

に
体

験
教

室
等

を
行

い
、

親
し

み
や

す
い

資
料

館
と

な
る

よ
う

取
り

組
ん

で
い

る
。

・
小

中
学

校
と

連
携

を
図

り
、

社
会

科
見

学
な

ど
の

受
入

れ
に

取
り

組
ん

で
い

る
。
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Ⅲ 主要施策の点検・評価結果 

 

 １ 総合評価結果の比較（平成 20 年度～平成 27 年度） 

 

   ※「評価なし」について、平成２２年度は「三芳町中学生海外派遣事業」（平成21  

年度は事業休止）、平成２３年度は「（仮称）中央公民館等複合施設建設計画の推

進事業」（建設部会において検討）。  

 ２ 学識経験者の意見（総括） 

（１）評価の方法等について 

・総合評価結果の根拠が明確に反映されていないものがある。 

・目標達成した指標については、評価対象から除くか、または新たな

目標の設定を検討されたい。 

・事業内容が重複している点があるので、内容を整理し根拠を明確に

示す必要がある。 

・計画指標一覧に示されている指標の達成度について、検証していく

必要がある。 

    ・引き続き、明確になった課題に取り組み、成果を出していけるよう

期待する。 

（２）教育内容・活動内容の充実について 

・児童生徒それぞれにふさわしいキャリアを形成していくために、小

学校では、特別活動・総合的な学習の時間等において、中学校では、

職場体験を実施して成果をあげていることから、この取り組みを今

後も継続していく事が重要である。 

40



 

・今後一層国際化が進むことが予想され、日本語が十分でない児童生

徒の増加が考えられるが、このような児童生徒への教育環境の整備

を充実させていくことが大切である。 

・豊かな心を育てるためには、読書活動の推進や道徳教育の効果的な

指導など教職員の指導力を向上していく必要がある。 

・情報機器が急速に進歩する中、児童生徒のＩＣＴ機器を活用できる

力を付けることが教育に求められるため、今後とも効果的な研修を

進め、教職員の情報機器活用能力の向上やＩＣＴを活用できる環境

整備に一層努力していく必要がある。 

・今後も震災をはじめ大規模災害の可能性については予断を許されな 

い状況だが、耐震補強工事が完了したことは児童・生徒・保護者・ 

地域住民に安心感を与える。 

・子どもたちの安全確保のため、各小中学校の防災計画・緊急時の対

応について見直し、現実に合った危機管理体制の整備・充実に積極

的に取り組むことが大切である。 

 

 （３）組織体制の充実について 

・今日、若い教職員が増加しているが、計画的な研修制度の活用や個

別の研修課題に取り組み、教職員の資質向上を図ることは重要であ

り、教職員が取り組む必要感・充実感を持てる研修を今後も推進し

ていくことが大切である。 

・質の高い教育を推進するためには、人的環境の整備・教材教具の整

備が計画的に実施されていくことが重要である。 

 また、経済的な保護者支援制度については、今後も継続し、町単独

の補助制度については財政状況を踏まえつつ改善していくことを望

む。 

・地域に開かれた特色のある学校にするために、学校応援団や学校評

議員制度を活用することによって、多くの保護者や地域住民が学校

を訪問する機会が増えてきた。学校応援団の活動がさらに広まり、

教育活動が充実したものになっていくことを期待する。 

・新中央公民館の開設により地域に定着した社会教育活動が充実し、

今後一層拡大していくことを期待する。 

・社会教育及び社会体育分野の事業については、今後も利用者の声を

生かしながら、地域の特色に合った多様な学習機会の提供に努める

ことが大切である。また、積極的に住民参加の活動を推進し、他の

機関との連携を強化しながら、事業を通して地域で子どもを育てる

取り組みを行っていくことが大切である。 
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三芳町教育委員会委員名簿 

（平成２７年１２月現在） 

 

委 員 長 松  本  長  治 

委員長職務代理者 松  本   薫 

委 員 長 野 真 寿 美 

委 員 池 上 善 一 

教育長たる委員 桑 原 孝 昭 
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